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ごあいさつ 

スポーツは、選手自身や観る人々、そしてスポーツを支え

る人々に大きな感動と喜びを与え、様々な年代・分野で心身

の健全な発達や、健康及び体力の保持増進など、明るく活力の

ある社会には欠くことのできないものとなっています。

本市では平成 28年 3 月に「下野市スポーツ推進計画」を策

定し、「市民総スポーツ“ひとり１スポーツ”の環境づくり」の基本理念の基、市民体育祭運

動会・スポーツフェスティバルの開催や、駅伝競走大会、マラソン大会、総合型地域スポー

ツクラブとの協力による各種スポーツ教室の開催、施設の整備では大松山運動公園陸上競技

場の拡張整備など施設整備の施策を通じて、市民の皆様の健康増進や希薄化した地域社会の

再生などに取り組んでまいりました。 

計画策定から 5 年が経過し中間年を迎え、これまでの取り組みがどのような効果をもたら

し、今後どのような取り組みを行う必要があるのかを図るため、市民アンケートを行いまし

た。 

アンケート調査からは、これまでの取り組みが一定の効果を挙げている一方で様々な課題

も多くあり、これらのご意見を真摯に受けとめ、計画の見直しを行ってまいりました。見直

し後の計画である「下野市スポーツ推進計画[後期計画]」では、当初計画から基本理念を引

き継ぎ、具体的な取り組みの中で新たな取り組みを行ってまいります。 

2020 年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって世界中が大きな打撃を受け、本市

でもスポーツイベントの中止や、体育施設の利用制限など大きな影響を受けました。このよ

うな中でも、それぞれの分野に携わる多くの方々の努力により、スポーツ活動が少しずつ再

開されるようになりました。2021 年には日本でオリンピック・パラリンピック東京大会が、

そして 2022 年には栃木県で「いちご一会とちぎ国体」が開催されます。石橋体育センターで

はハンドボール競技、大松山運動公園陸上競技場ではサッカー競技と、それぞれの正式会場

となっています。本市の新たなスポーツ拠点である大松山運動公園に、日本最高峰の選手た

ちが集う国体を契機に、更なるスポーツ振興に取り組んでいまいります。 

計画の推進には、スポーツ団体だけでなく多くの市民の皆様の協力・連携が必要不可欠で

あります。計画の見直しにあたり「スポーツ活動に関するアンケート調査」にご協力いただ

きました市民の皆さま、下野市スポーツ推進審議会委員の皆さまに心から御礼申し上げ、ご

挨拶の言葉とさせていただきます。 

下野市教育委員会教育長 池澤 勤 
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計画の策定にあたって 

 (１)計画策定の趣旨 

スポーツは、心身の健全な成長、健康の保持増進、充足感の獲得、その他精神の涵（か

ん）養等のために行われる身体活動であり、市民が一生涯、幸福で豊かな生活を営むた

めに不可欠なものであると言えます。また、スポーツは地域コミュニティの一体感の醸

成、健康で活力に満ちた長寿社会の実現のため、多方面における重要な役割が期待され

ています。（「スポーツ基本法」（平成 23 年法律第 78 号）参照）

令和元年に発生した新型コロナウイルス感染症の流行拡大の影響により、世界中で多

くのスポーツ活動が中止、または休止に追い込まれました。感染症の拡大防止の観点か

ら、日常生活において多くの事柄が制限されていますが、新たな生活様式における心身

の健康維持・増進の手段として、スポーツの存在意義は増していると言えます。

 平成 27 年度に実施したアンケートでは、市のスポーツ振興に期待するものとして

「地域の交流・コミュニティづくり、高齢者の生きがいづくり、市民の健康水準の向上」

が挙げられました。この市民の期待に応えるために、本計画は「市民総スポーツ“ひと

り１スポーツ”の環境づくり」を基本理念に掲げ、「スポーツの推進、スポーツ活動の支

援、スポーツ施設の充実」を基本目標として、本市のスポーツ振興を図ることを目的と

しています。 

１ 

(1)計画策定の趣旨
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 (2)計画の位置づけ 

本計画は、平成２８年３月に策定した「下野市スポーツ推進計画」が令和２年度で中

間年を迎えることから、国が平成２９年３月に策定した「第 2 期スポーツ基本計画」及

び栃木県が平成２８年３月に策定した「栃木県スポーツ推進計画 2020－とちぎスポーツ

推進プラン－」を踏まえ計画の見直しを行ったものです。

また本計画は、令和３年３月に後期基本計画を策定した市の最上位計画である「下野

市総合計画」、市の教育文化の振興に関する総合的施策である「下野市教育大綱」、市の

教育の振興のための施策に関する基本的な計画である「下野市教育振興計画」に掲載さ

れる取組みなど、スポーツ分野に関する施策を包括的に体系化し、具体化するために策

定したものです。

なお、後期計画期間は令和３年度から令和７年度までの５年間とします。 

(2)計画の位置づけ

【下野市自治基本条例 第 20 条】 

・総合的かつ計画的に市政を運営

するための市の最上位計画 

下野市総合計画 

後期基本計画 

（令和 3年度～令和 7年度） 

【教育基本法 第 16 条、第 17条】 

・市の教育の振興のための施策に

関する基本的な計画 

【地方教育行政法 第 1条の 3項】 

・市の教育、学術及び文化の振興

に関する総合的な施策 

下野市教育振興計画 

（令和 3年度～令和 7年度）

整合

下野市教育大綱 

（令和 3年度～令和 7年度）

整合

下野市スポーツ推進計画

後 期 計 画 

（令和 3年度～令和 7年度） 

分野別計画

[栃木県] 

栃木県スポーツ 

推進計画 2020 

[国] 

ス ポ ー ツ 基 本 法 

第 2期スポーツ基本計画 参酌 整合
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(3)計画の構成 

スポーツに関連する国の動向 
上位計画の整理 

２．スポーツを取り巻く環境の整理

計画策定の趣旨 
計画の位置づけ 
計画の構成 

１．計画の策定にあたって

人口・世帯 
保健・福祉 
学校教育 
運動・スポーツの実施状況 
運動・スポーツ施設の現状 
運動・スポーツ団体の現状 
運動・スポーツイベントの現状 
運動・スポーツの振興 
運動・スポーツの振興に向けた課題の整理 
障がい者スポーツについて 
子どものスポーツの取組みについて 

３．下野市の現状と課題

計画の推進体制 
計画の評価及び見直し 

６．計画の推進にあたって

基本目標１ ス ポ ー ツ の 推 進 ～スポーツを“楽しむ”～
基本目標２ スポーツ活動の支援 ～スポーツで“つながる”～
基本目標３ スポーツ施設の充実 ～スポーツに“熱くなる”～

５．推進計画

基本理念と基本目標 
数値目標 
計画の基本体系 

４．計画の基本的考え方

(3)計画の構成
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スポーツを取り巻く環境の整理 

(1)スポーツに関連する国の動向 

● 安全・安心に対する意識の高まり 

・安全・安心な施設利用環境づくりに対する希求の飛躍的な高まり 

● 少子高齢社会の進展 

・出生率の低下による少子化、平均寿命の伸長による高齢化の急速な進展 

・地域コミュニティの衰退、単身・夫婦のみ世帯や高齢者単独世帯の増加、医療・年

金・介護などの社会保障の負担増 

● 教育・スポーツの振興に向けた取り組みの進展  

・2020 東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を見据えたスポーツ立国・

文化芸術立国の実現に向けた施策 

・「第２期教育振興基本計画」に基づく施策や教育再生の実行に向けた取り組みの加速

化（社会を生き抜く力の養成、未来への飛躍を実現する人材の養成、学びのセーフ

ティネットの構築、絆づくりと活力あるコミュニティの形成等） 

・生涯学習社会の実現、安全で質の高い学校施設の整備等 

● コミュニティの重要性の高まり  

・身近な地域社会における住民同士の交流減少や地域連帯感の希薄化 

● 観光立国の実現に向けた取り組み  

・ニューツーリズムの推進（スポーツツーリズム等） 

２ 

(1)スポーツに関連する国の動向
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 (2)上位計画の整理 

①栃木県スポーツ推進計画 2020－とちぎスポーツ推進プラン－  平成２８年３月 

≪基本理念≫ 

みんなでつなげよう スポーツとちぎ 

≪施策の概要≫ 

施策の領域 基本施策 施策の内容 

領域１ 

生涯スポーツの推進 

施策１ 

地域におけるスポーツ機会の充実 

・総合型地域スポーツクラブ等の

活動充実に向けた支援 

・スポーツ参加を促進するイベン

ト（プログラム）の充実 

施策２ 

高齢者や障害者のスポーツ参加の促進 

・高齢者のスポーツ参加促進に向

けた支援 

・障害者のスポーツ参加促進に向

けた支援 

施策３ 

多様なスポーツとのかかわりの推進 

・「観る」スポーツの推進 

・「支える」スポーツの推進 

領域２ 

子どもの運動・スポー

ツ活動の充実 

施策４ 

幼少期からの運動機会の充実 

・発達の段階に応じた運動経験や

望ましいスポーツとのかかわり

の促進 

・子どもの体力向上への取組 

施策５ 

教科指導及び体育的行事の充実 

・オリンピック・パラリンピック教

育を含む教科指導の充実 

・体育的行事等教科以外の活動の

充実 

施策６ 

運動部活動の充実 

・各学校における活動環境の整備 

・各種団体等との連携の推進 

領域３ 

競技力の向上 

施策７ 

トップアスリートの育成 

・選手の発掘・育成・強化 

・国民体育大会を見据えた強化策

の推進 

施策８ 

組織体制・指導体制の充実・強化 

・組織体制の充実・強化 

・指導者の養成・資質の向上 

施策９ 

競技力向上のための環境整備 

・スポーツ医・科学サポートの充実 

・競技環境・練習環境の整備・改善 

領域４ 

県民総スポーツを実

現する環境の整備 

施策１０ 

県立スポーツ施設や身近な公共施設等

の活用 

・県民総スポーツの推進拠点とな

る施設の整備 

・公共スポーツ施設の活用 

施策１１ 

スポーツ振興をめぐる連携・協働の推進 
・多様な連携・協働の推進 

(2)上位計画の整理
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②第二次下野市総合計画 後期基本計画（令和３年～令和７年） 

≪将来像≫ 

ともに築き 未来へつなぐ 幸せ実感都市 

～人・自然・文化が織りなす 知恵と協働でつくる下野市～ 

≪施策の大綱≫ 

【保健福祉】 大切な命を育み、健康で笑顔あふれるまちづくり

医療機関が充実しており、子どもから高齢者まで安心して生活できる環境が整って

いる本市において、市内で子どもを産み、生涯健康で安心して住み続けることができ

るまちを目指します。 

【教育文化】 文化を育み、心豊かな人を育て未来につなぐまちづくり

豊かな自然環境や歴史ある文化の継承と活用による学ぶ機会を創出し、元気な市民

が集い、いきいきと活動するまちを目指します。 

【生活環境】 豊かな自然と人に優しい環境が共生した安全・安心なまちづくり

豊かな自然環境や住環境と共生し、地球環境にやさしく自然災害にも強い安全・安

心なまちづくりを目指すとともに、市民の日常生活を支えるための生活環境の充実を

目指し、若者の定住を促進します。 

【産業観光】 地域資源を活かし、産業・地域が躍進するまちづくり

本市の下野ブランドの取組のように、第１次産業から第３次産業までの各産業が連

携し、地域での雇用の創出と観光による交流が生まれるまちを目指します。 

【都市基盤】 快適でうるおいのある環境で新たな人の流れをつくるまちづくり

秩序ある土地利用による拠点形成と充実した道路網による地域間の連携により、快

適な暮らしを形成するまちづくりを目指し、若い世代の定住を促進します。 

【市民協働】 市民が主役の市民と行政が協働するまちづくり

下野市自治基本条例の基本理念である「市民が主役のまちづくりの推進」を目的と

して、市民みんなで協働と健全なまちを目指します。 

(2)上位計画の整理
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下野市の現状と課題 

(1)人口・世帯 

本市は、首都圏郊外の住宅地として、また、宇都宮市や小山市などの主要都市に隣接する

立地条件を活かして人口が増加してきました。 

本市の人口は、平成２７年は５９，１９１人であり、平成２２年の５９，２９９人に比べ

１０８人減りました。年少人口（０～１４歳）が８，２０６人、老年人口（６５歳以上）が

１３，３２９人と、老年人口が年少人口を大きく上回っています。世帯数は、２１，３９４

世帯で、平成２２年の２０，５０１世帯に比べ８９３世帯増えました。 

【人口・世帯数の推移】 

人口動態の社会動態では、平成２３年以降は社会増となっており、転入が多くなって

いることが伺えます。また、自然動態では、平成２２年に自然減に転じその傾向が続い

ています。この状況が続くと、生産年齢人口や年少人口の減少により、将来的に人口減

少に転じることが懸念されます。

【人口動態の推移】 

３ 

※自然動態とは、一定期間における出生・死亡に伴う人口の動き（出生数-死亡数） 

社会動態とは、一定期間における転入・転出に伴う人口の動き（転入数－転出数＋その他増減） 

※平成24年度に住民基本台帳法等が改正されたことから、平成24年度は外国人登録者数は差し引いた値とし

ている。平成25年度以降は、外国人も含めた動態としている。

国勢調査

栃木県市町村課

(1)人口・世帯
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本市の総人口はほぼ横ばいの状況が続いておりますが、今後は少子高齢化が進み、人

口減少に転じるものと考えられ、令和７年には約５９，３００人になると見込まれます。

区分別人口は、年少人口（０～１４歳）、生産年齢人口（１５～６４歳）で減少傾向が続

き、老年人口（６５歳以上）においては増加傾向が続くと見込まれます。

【将来の人口推計】 

※人口推計は、コーホート変化率法を用いて、住民基本台帳人口（各年 3月末）の平成 27 年

～令和 2年のデータより算出した変化率を利用して推計している。 

(1)人口・世帯
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(2)保健・福祉 

本市では、高齢化の進行により要介護者数は増加傾向にあります。令和２年の要介護

者数は２，２１４人であり、平成２３年の１，５０４人に比べ７１０人増えています。 

【要介護者数の推移】 

後期高齢者医療費の３要素（受診率・１件当たりの日数・１日当たりの医療費）をみ

ると、受診率は平成２９年以降増加傾向を示しています。 

１件当たりの日数は平成２９年以降減少傾向を示しています。 

一人当たりの医療費は平成３０年まで増加傾向を示していましたが、令和元年では減

少傾向に転じています。 

【後期高齢者医療費３要素の推移】 

平成２９年 平成３０年 令和元年 

老人医療受給対象  ①  （人） 6,786 6,976 7,180 

受診延件数     ②  （件） 123,175 127,288 131,904 

受診延日数     ③  （日） 273,867 279,428 284,656 

医療費総額     ④  （円） 4,208,528,676 4,383,446,289 4,479,987,615 

受診率       ②／①（件） 18.15 18.25 18.37 

１件当たりの日数  ③／②（日） 2.22 2.2 2.16 

１日当たりの医療費 ④／③（円） 15,367 15,687 15,738 

一人当たりの医療費 ④／①（円） 620,178 628,361 623,954 

介護保険事業状況報告（９月記載分）【令和２年は５月月報】

後期高齢者医療状況報告書

(2)保健・福祉
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(3)学校教育 

小学校児童数はほぼ横ばいの状況が続いておりますが、祇園小と石橋小では減少傾向

が見られ、薬師寺小と国分寺小では増加傾向が見られます。また、中学校生徒数は減少

しており、南河内第二中では特に減少傾向が見られます。 

【小学校児童数の推移】 

【中学校生徒数の推移】 

学校教育課（各年５月１日現在）

学校教育課（各年５月１日現在）

(3)学校教育
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(4)運動・スポーツの実施状況 

① 実施率の推移について 

下野市の成人の運動・スポーツの実施率（過去１年間に運動・スポーツを実施した

成人の割合）は、平成２６年度に実施したアンケート調査では８２．５％となってい

ましたが、令和２年度に実施したアンケート調査の結果では、８８．１％となり、前

回の調査から５．６％の増加となりました。同様の項目を国の世論調査（文部科学省

「体力・スポーツに関する世論調査」）と比較すると、平成２５年度と平成３０年度で

はほぼ横ばいとなっています。 

性別ごとに見ると、市内では男性が８５.７％から９１.２%と５.５％の増加、女性

は７８.８％から８４.０％で５.２％の増加となっており、男女とも全体の増加幅に変

動はほぼありません。しかし、年代別では全年代的に増加傾向にある中、２０歳代が

２.９％の減少となっており、国の割合を下回っています。一方で、前回の調査時には

３０歳代、４０歳代も国の割合を下回っていましたが、今回の調査では両年代とも国

の割合を上回っており、特に３０歳代は前回から１６％の増加となっています。 

■性別・年代別の運動・スポーツの実施率 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

(4)運動・スポーツの実施状況
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② 実施状況の満足度について 

個人の運動・スポーツの実施状況の満足度については「満足している」が前回の

結果より１．２％減少し、「もっと行いたい」が５．８％の増加となっています。「不

足しているができない」も前回から５．２％の増加となっています。 

「満足している」が減少し、「もっと行いたい」「不足しているができない」が増

加しており、前回の調査での傾向と同じく、現状への不満や、将来への期待が高く

なっています。 

■運動・スポーツの実施状況の満足度 

③ 年代別にみた運動・スポーツの実施状況の満足度について 

前回の調査では２０歳代から５０歳代で「もっと行いたい」「不足しているができ

ない」の割合が高く、現状に対する不満が高いことが分かりましたが、今回の調査

でも「もっと行いたい」が、ほぼ全ての年代で高い割合となりました。 

しかし２０歳代では、前回の調査で「もっと行いたい」の割合が最も高かったの

に対し今回の調査では「不足しているができない」が最も高くなり、「もっと行いた

い」は２番目に高い割合となりました。２０歳代では、「スポーツができない状況」

に対するより強い不満があることが伺えます。

「満足している」の項目では、７０歳代以外すべての年代で減少しており、特に 

４０歳代の減少が大きく１３．６％の減少となっています。４０歳代の他の項目で

の伸び率を見てみると「もっと行いたい」では８％の伸びで高い値ではありません

が、一方で「不足しているができない」の伸び率は１４．１％と高くなっています。

運動・スポーツに取り組みたくてもできないという不満が高く、満足度が減少して

いることが分かります。 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

(４) 運動・スポーツの実施状況
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■項目別に見た運動・スポーツの実施状況の満足度 

(4)運動・スポーツの実施状況

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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④ 運動・スポーツを行わない理由について

この調査では、「運動・スポーツを行わない」ことについて「理由があって取り組

むことが出来ない」のか、そもそも「スポーツに関心が無い」のかなどを調査して

います。「市民ひとり１ポーツ」実現のためにも「理由がある」と回答した方や「関

心が無い」と回答した方に、どのような取り組みが必要となるのかを調査すること

が目的です。 

前回の調査項目で「勉強・仕事（家事・育児）のため時間が無い」という項目を

今回の調査では「勉強・仕事のため」「家事・育児のため」「家族の世話」の３つの

項目で調査を行いました。 

前回の回答ではこの項目が４５．６％と最も高い割合でしたが、今回の調査でも

この３項目の合計した割合が４９．２％となり、前回とほぼ同じ割合となりました。 

■運動・スポーツを行わない理由 

性別での回答を比較すると、男性の回答で 1 番割合の高い項目は「勉強・仕事の

ため時間がない」で、女性の 1 番割合が高い項目は「苦手である・興味がない」で

した。この「苦手である・興味がない」の男性での割合は４．３％と非常に低い値

となっています。 

男性の１番高い項目となった「勉強・仕事のため」は、女性でも３番目と高い割

合でしたが、女性の回答で２番目に高い「家事・育児のため」の項目は、男性では

０％と、男性と女性の意識の差がはっきりと出る結果でした。 

また、この「家事・育児のため」を年代別に見てみると３０歳代が１番高く、次

いで２０歳代、３０歳代の順となっています。特に若い世代の女性が家事や育児の

ため時間をつくることが難しい状況があることが改めて分かる結果となりました。 

この他に、年代別で１０歳代と２０歳代が特に高い割合となった項目が「疲れる・

年齢的に無理がある」です。この項目で若い世代が６０歳代と７０歳代の年齢の高

い世代よりも割合が大きく上回っています。若い世代での運動・スポーツに取り組

まない理由として「疲れる」という意識があることが分かりました。 

(４) 運動・スポーツの実施状況

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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■年齢別に見た運動・スポーツを行わない理由

(4)運動・スポーツの実施状況

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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■性別に見た運動・スポーツを行わない理由 

■年代別の「家事・育児のため時間がない」 

(４) 運動・スポーツの実施状況

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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■年代別・時間ができた場合にスポーツに取り組む意向の調査 

この調査では「スポーツを行いたいが様々な理由から時間が無くてできない」の

回答をした方を対象に、「時間が出来たらスポーツに取り組むか」という質問を行い

ました。多くの世代で「取り組む」との回答がありましたが、特に１０歳代から 

２０歳代では「取り組まない」という結果の割合が高い結果となりました。 

■運動・スポーツに取り組むきっかけについて 

この調査では、「運動・スポーツに取り組むことが出来ない方」の中で「興味がな

い」や「他に趣味・活動している」と回答した方を対象に、運動やスポーツに取り

組むきっかけとなる興味を持てる「キーワード」について調査を行いました。 

「キーワード」はスポーツ庁が策定した「第２期スポーツ推進計画」の中で運動

やスポーツに関心のない方の意欲向上を図る取り組みのモデルを参考にしています。 

調査結果では、１番高い割合のキーワードは「健康」で、２番目には「ファッシ

ョン」、３番目には同率で「観光」と「エンタメ」となっています。 

キーワードとしてはやはり「健康」が１番でしたが、「ファッション」や「観光」 

「エンタメ」など新たな取り組みを行うことが必要になることが分かります。 

■運動・スポーツに興味を持てるキーワード 

【参考】 

第２期スポーツ推進計画の中で「無関心層へのアプローチ」の方法が表示されています。国

が民間事業者に支援を行い、スポーツとは別の要素を組み合わせて「新たなスポーツの価

値」を見出し、スポーツに関心のない方にも関心を持ってもらうことを目的としています。 

「キーワード」はこの目的の中で表示されている以下の６項目を使用しています。 

「健康」「ＩＴ」「観光」「ファッション」「エンタメ」「文化芸術」

(4)運動・スポーツの実施状況

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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■年齢別に見た運動・スポーツに興味が持てるキーワード 

キーワードを年代別に見てみると４０歳代から６０歳代では「健康」が、１０歳代か

ら３０歳代では「ファッション」が高い割合を示しています。 

調査では、「キーワード」から連想するスポーツについても調査を行い、「健康」と回

答した方はウォーキングや筋トレ、ストレッチ、「観光」と回答した方はハイキングや散

歩、「ファッション」ではホットヨガとバスケットボール、「エンタメ」ではｅスポーツ

という回答をいただいています。 

(４) 運動・スポーツの実施状況

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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⑤ 現在行っている運動・スポーツについて 

過去１年間に行った運動・スポーツについての質問において、回答の多かった上位

５項目を、性別ごと、年代別ごとに比較しました。全体の上位５項目については前回

と変化がなく、順位が同じ結果となりました。最も高い割合となった「ウォーキング・

散歩」は前回と比較してみると、１９．３％と大きく伸びていることが分かります。

また、２番目以下の項目についても前回の調査と比較してみると、「筋力トレーニン

グ」が１１．４％、「体操・ラジオ体操」が８．６％、「マラソン・ジョギング」が

７．１％、「ゴルフ」が６．６％となっており、運動・スポーツに取り組む方が少しず

つ増加していることが分かります。高い割合の運動・スポーツの特徴は、「１人でも始

めることができる」「個人のペースで取り組める」などの気軽に取り組むことができる

ため、変わらない人気があるものと考えられます。

年代別の集計では、１０歳代から５０歳代までは前回とは違った新しいスポーツ

が入っていますが、６０歳代以上では順番の違いはありますが前回と同じ運動やス

ポーツとなっています。

1位 2位 3位 4位 5位

ウォーキング・散歩
54.9％

筋力トレーニング
23.1％

体操・ラジオ体操
20.1%

マラソン・ジョギング
18.0％

ゴルフ
17.4％

男性
ウォーキング・散歩

53.0％
筋力トレーニング

25.2％
ゴルフ
24.4％

マラソン・ジョギング
20.4％

体操・ラジオ体操
15.9%

女性
ウォーキング・散歩

57.5％
体操・ラジオ体操

25.5%
筋力トレーニング

20.4％
マラソン・ジョギング

14.9％
運動・スポーツを行っていない

13.1%

10歳代
マラソン・ジョギング

45.2％

20歳代
ウォーキング・散歩

55.6％
筋力トレーニング

35.2％
マラソン・ジョギング

22.2％

30歳代
ウォーキング・散歩

56.7％
マラソン・ジョギング

38.3％
筋力トレーニング

28.3％
水泳
16.7％

サッカー
15.0％

40歳代
ウォーキング・散歩

54.4％
筋力トレーニング

27.8％
マラソン・ジョギング

26.7％
サイクリング
21.1％

野球、体操・ラジオ体操
17.8％

50歳代
ウォーキング・散歩

52.7％

60歳代
ウォーキング・散歩

54.3％
ゴルフ
29.3％

体操・ラジオ体操
22.1％

70歳代
ウォーキング・散歩

60.1％
グラウンド・ゴルフ

31.5％
体操・ラジオ体操

28.7％
筋力トレーニング

18.9％
ゴルフ、登山・ハイキング

15.4％

ウォーキング・散歩、バスケットボール
38.7％

ボウリング、体操・ラジオ体操
16.7％

ゴルフ、筋力トレーニング
19.1％

マラソン・ジョギング、体操・ラジオ体操
15.5％

■現在行っている運動・スポーツ　令和2年度調査

筋力トレーニング、登山・ハイキング
19.3％

全体

性
別

年
齢

ダンス・舞踊、バドミントン
41.9％

1位 2位 3位 4位 5位

ウォーキング・散歩
35.6％

筋力トレーニング
11.7％

体操・ラジオ体操
11.5%

マラソン・ジョギング
10.9％

ゴルフ
10.8％

男性
ウォーキング・散歩

34.3％
ゴルフ
17.5％

マラソン・ジョギング
14.8％

筋力トレーニング
13.1％

スキー・スノーボード
9.2％

女性
ウォーキング・散歩

37.1％
体操・ラジオ体操

15.5%
登山・ハイキング

11.2％
筋力トレーニング

10.4％
水泳
9.6％

10歳代
マラソン・ジョギング

19.0％
バスケットボール

17.2％
テニス
13.8％

20歳代
ウォーキング・散歩

25.4％
筋力トレーニング

15.3％
マラソン・ジョギング

11.9％

30歳代
ウォーキング・散歩

34.2％
マラソン・ジョギング

17.8％
筋力トレーニング

13.7％

40歳代
ウォーキング・散歩

30.9％
マラソン・ジョギング

15.7％
筋力トレーニング

11.2％

50歳代
ウォーキング・散歩

37.3％
ゴルフ
14.6％

テニス
10.4％

体操・ラジオ体操
9.9％

登山・ハイキング
9.4％

60歳代
ウォーキング・散歩

52.0％
ゴルフ
17.3％

登山・ハイキング
16.8％

体操・ラジオ体操
15.0％

筋力トレーニング
12.7％

70歳代
ウォーキング・散歩

47.9％
グラウンド・ゴルフ

31.4％
体操・ラジオ体操

21.5％

■現在行っている運動・スポーツ　平成26年度調査

ゴルフ、筋力トレーニング
13.2％

サッカー、バドミントン
15.5％

テニス、水泳
13.6％

体操・ラジオ体操、登山・ハイキング
11.0％

野球、体操・ラジオ体操
11.8％

全体

性
別

年
齢

(4)運動・スポーツの実施状況

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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⑥ 新たに行いたい、または今後も継続したい運動・スポーツについて 

新たに行いたい、または今後も継続したい運動やスポーツの調査結果について、１、

２番目に高い割合は、前回の調査と同じ「ウォーキング・散歩」「筋力トレーニング」

となりました。また５番目までの運動やスポーツの中で同じ項目が４つありますが、

前回１０番目であった「ゴルフ」が新たに４番目に入りました。

性別では、男性の上位５項目はすべてが前回と同じとなり、女性の上位５項目も５

項目の内４つまでが、同じ項目という結果となりました。前回の女性の項目中５番目

に位置していた「水泳」は今回の調査では８番目となり、「バドミントン」「体操・ラ

ジオ体操」が上位５項目の中に入っています。

年代別では、１０歳代は前回と同じく１番目に「筋力トレーニング」でしたが同率

で「ダンス・舞踊」が入っています。それ以外の年代では「ウォーキング・散歩」が

１番目となっており、根強い人気が伺えます。ニュースポーツでは「グラウンド・ゴ

ルフ」がニュースポーツの中で１番高い割合となりました。他にも少数ですが「ソフ

トバレーボール」や「キンボールスポーツ」「ティーボール」などを行ってみたいとの

回答がありました。

1位 2位 3位 4位 5位

ウォーキング・散歩
41.9％

筋力トレーニング
24.4％

マラソン・ジョギング
17.4%

ゴルフ
16.9％

登山・ハイキング
16.7％

男性
ウォーキング・散歩

41.6％
筋力トレーニング

25.5％
ゴルフ
21.8％

マラソン・ジョギング
21.5％

登山・ハイキング
18.1％

女性
ウォーキング・散歩

42.2％

10歳代

20歳代
ウォーキング・散歩

40.7％
筋力トレーニング

31.5％
マラソン・ジョギング

24.1％
テニス
20.4％

バドミントン、スキー・スノーボード
18.5％

30歳代
ウォーキング・散歩

38.3％
マラソン・ジョギング

30.0％
筋力トレーニング

26.7％

40歳代
ウォーキング・散歩

40.0％
筋力トレーニング

31.1％
マラソン・ジョギング

23.3％
登山・ハイキング

22.2％
ゴルフ、サイクリング

17.8％

50歳代
ウォーキング・散歩

44.5％
ゴルフ
25.5％

マラソン・ジョギング
20.9％

60歳代
ウォーキング・散歩

45.7％
ゴルフ
29.3％

テニス
16.4％

70歳代
ウォーキング・散歩

44.8％
体操・ラジオ体操

21.7％
筋力トレーニング

21.0％
グラウンド・ゴルフ

18.9％
登山・ハイキング

16.8％

水泳、サイクリング
17.3％

全体

性
別

年
齢

ヨガ・気功・太極拳、筋力トレーニング
22.9％

■新たに行いたい、または今後も継続したい運動・スポーツ　令和2年度調査

バドミントン、体操・ラジオ体操、登山・ハイキング
14.9％

筋力トレーニング、ダンス・舞踊
22.6％

マラソン・ジョギング、テニス、バドミントン
19.4％

バスケットボール、ヨガ・気功・太極拳
16.7％

筋力トレーニング、登山・ハイキング
19.3％

1位 2位 3位 4位 5位

ウォーキング・散歩
31.0％

筋力トレーニング
18.0％

登山・ハイキング
15.5％

ヨガ・気功・太極拳
15.0％

マラソン・ジョギング
12.2％

男性
ウォーキング・散歩

28.3％
筋力トレーニング

18.5％
マラソン・ジョギング

16.2％
ゴルフ
14.8％

登山・ハイキング
14.6％

女性
ウォーキング・散歩

34.1％
ヨガ・気功・太極拳

27.1％
筋力トレーニング

17.6％

10歳代
筋力トレーニング

16.4％
テニス
15.5％

スキー・スノーボード
14.7％

マラソン・ジョギング
12.9％

水泳
12.1％

20歳代
ウォーキング・散歩

28.8％
マラソン・ジョギング

22.0％
バドミントン
22.0％

テニス
18.6％

ヨガ・気功・太極拳
16.9％

30歳代
ウォーキング・散歩

29.5％
筋力トレーニング

22.6％
マラソン・ジョギング

19.9％

40歳代
ウォーキング・散歩

32.0％
筋力トレーニング

20.2％
登山・ハイキング

16.3％

50歳代
ウォーキング・散歩

34.9％
ヨガ・気功・太極拳

19.3％
水泳
14.2％

60歳代
ウォーキング・散歩

37.6％
登山・ハイキング

19.7％
筋力トレーニング

16.8％
体操・ラジオ体操

15.6％
卓球
13.9％

70歳代
ウォーキング・散歩

38.0％
グラウンド・ゴルフ

21.5％
体操・ラジオ体操

17.4％

■新たに行いたい、または今後も継続したい運動・スポーツ　平成26年度調査

年
齢

水泳、ヨガ・気功・太極拳
24.0％

ヨガ・気功・太極拳、サイクリング
19.1％

筋力トレーニング、登山・ハイキング
20.3％

筋力トレーニング、登山・ハイキング
12.4％

全体

性
別

水泳、登山・ハイキング
16.5％

(４) 運動・スポーツの実施状況

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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⑦ １カ月あたりの運動・スポーツを行う時の費用について 

「０円」の割合が前回同様に最も高い割合となり、前回より５．８％増加していま

す。「０円」以外の値については「１，００１円以上２，５００円以下」「２，５０１

円以上５，０００円以下」の値は減少しており、それ以外の項目では増加しています。

有効回答の平均額は約４，４００円となっています。

■１カ月あたりの運動・スポーツを行う時の費用の比較

⑧ 運動・スポーツを行う理由について

今回、前回の調査より項目を増やして調査を行いました。調査結果では「健康・体

力づくり」のために行うと回答された方が７１．１％と最も高い割合になりました。

次に高い項目は「運動不足解消」で４５．６％となり、前回調査で２番目に高い割合

だった「趣味・レクリエーション」を上回りました。

また「その他」の意見では「子どもの指導のため」が多く見られ、他には「スポー

ツを行った時の爽快感が良い」や「スポーツは楽しい」などの意見がありました。

■運動・スポーツを行う理由

(４) 運動・スポーツの実施状況 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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 (５)運動・スポーツ施設の現状 

① 運動・スポーツを主に行う場所について 

前回と同様に、運動・スポーツを主に行う場所で１番高い割合となった項目は「市

内の公共の運動・スポーツ関連施設」でした。今回の調査で追加した項目として「公

園・広場（運動・スポーツ関連施設以外）」があります。この項目は、運動・スポーツ

施設以外の公共の施設でどの程度の利用があるのかを調査するために追加した項目で

す。回答結果では、全体で３番目に高い割合となり、比較的高い割合で「公園・広場」

が利用されていることが分かります。

また、「自宅・職場（庭など）」を運動・スポーツを主に行う場所であると回答した

割合が、「市外の公共の運動・スポーツ関連施設」や「民間の運動・スポーツ関連施設」

の割合よりも高い割合となっています。

■主に運動・スポーツを行う場所

■男女別・主に運動・スポーツを行う場所

(５) 運動・スポーツ施設の現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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■施設の状況

■屋内施設（プール）

利用者数

（人）

利用者数

（人）

上段：合計 上段：合計

下段：

小中学生

下段：

小中学生

令和元年度

利用
件数

（件）

10,302

1,351

540 ～8月

○

7月下旬

S58 1,111○ ○ ○

7月下旬

S57 5,000

5,874 ～8月

国分寺

地　区

国分寺

海洋センター

プール

2,006

2,006

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

ス

ラ

イ

ダ
ー

そ

の

他

石　橋

地　区

大松山

運動公園

プール

9,660

9,660

○ ○ ○

設

置

年

度

面積

（㎡）
利用
件数

（件）

種類

更

衣

室

等

シ
ャ

ワ
ー

室

（

管

理

室
）

事

務

室
そ
の

他

開

設

期

間
屋

内

平成26年度 施設概要

屋

外

２

５

ｍ

幼

児

用

804

4,721

1,351

10,302

(５)運動・スポーツ施設の現状

下野市スポーツ振興課 

下野市スポーツ振興課 

下野市スポーツ振興課 

■屋内施設（体育館施設）

利用者数

（人）

利用者数

（人）

上段：合計 上段：合計

下段：市内 下段：市内

30,751 57,736

27,022 33,602

13,152 15,542

12,596 9,913

46,314 46,308

38,933 27,009

9,730 13,550

7,304 5,037

国分寺

地　区

S52 909国分寺聖武館 701 ○

2,517 30,040

1,116 ○

726国分寺海洋センター 1,931 31,327

面積

（㎡）

南河内
地　区

石　橋
地　区

令和元年度

利用件数

（件）

4,097

1,039

3,789 1,416

S56 827

石橋体育センター 3,113 ○ ○ ○

○ ○ ○ S58

○ S52

S55 1,214

南河内東体育館 1,046 ○

南河内体育センター 3,100 ○ ○

平成26年度 施設概要

設

置

年
度

利用件数

（件）

メ

イ
ン

ア
リ
ー

ナ

ト

レ
ー

ニ
ン

グ
室

更

衣
室

会
議

室
等

■屋内施設（武道関係施設）

利用者数

（人）

利用者数

（人）

上段：合計 上段：合計

下段：市内 下段：市内

4,594 13,417

4,111 3,971

12,450 17,077

6,695 4,456

25,232 16,206

20,302 7,753

20,708 35,388

19,499 21,437

国分寺静思館 921 4,458 1,275 6,001 ○ S61 685

国分寺
地　区

令和元年度

利用件数

（件）

412

1,193

954

1,093

南河内

地　区

石　橋

地　区

国分寺武道館 1,067

石橋武道館 1,237

石橋弓道場 851

○ S50 395

面積

（㎡）

○ H14 813

841

S54 270

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ H7○ ○

南河内武道館 335 ○

平成26年度 施設概要

設

置

年
度

利用件数

（件）

更

衣

室

シ
ャ

ワ
ー

室

会

議

室

等

そ

の

他

種類

弓

道

剣

道

柔

道
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※国分寺聖武館の分類について

これまで屋内施設（武道関係施設）として分類していた国分寺聖武館について、実際の利用に併せて

「屋内施設（体育館）」の分類としています。

(５) 運動・スポーツ施設の現状

下野市スポーツ振興課 

■屋外施設

上段：合計 上段：合計

下段：市内 下段：市内

20,882 23,158

16,171 9,227

13,691 11,577

13,537 10,491

7,273 78,278

7,173 6,856

2,752 2,857

2,526 1,767

3,243 2,986

3,111 1,942

8,130 8,199

5,343 3,068

20,793 15,262

20,610 11,018

8,645 24,071

8,226 7,614

30,559 -

26,871 -

- 20,315

- 2,444

- 18,979

- 8,000

32,455 57,461

21,495 22,882

45,601 37,095

42,975 23,263
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1,439 2,174

12,770 10,595

12,750 9,013

37,929 37,304

34,269 24,227
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諏訪山公園

野球場
631 ○ ○

○ ○ H5

H元 7,818

南河内球場 345 ○ S52 8,440

五千石球場 159 ○ ○

○ ○

13,845

8,290西坪山球場 140 ○ ○

S59

H4

○ S62

南河内東部

運動広場
215 ○ S62 13,695

祇園原公園

テニスコート
2,813 ○ 2,240

S57 1,680

石　橋

地　区

大松山

運動公園

グラウンド

725 ○ ○ ○ S57 20,000

大松山

運動公園

テニスコート

3,315 ○

○ ○ ○ ○

S61 2,800

国分寺運動公園

グラウンド
1,002 ○ ○ ○ ○1,429

201

459

225 3,405

S57

○

柴公園

グラウンド
503 ○

32,087

尼寺

グラウンド
136 ○ ○

○ ○ ○

令和元年度

利用件数

（件）

利用者数

（人）

382

442

371

177

○ ○ ○

○

○

施設概要

3,896

みのわ古城公園

グラウンド
325 6,546

大松山運動公園

陸上競技場
-

S57 3,080○

○ S50 600

○ S56

○ ○

大松山運動公園

多目的

グラウンド
-

139

138

2,491

963

-

南河内

テニスコート
1,348

Ｒ1 28,500489

783

○ ○

○ Ｒ1 23,000

○

○○ ○ ○
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② 市内の公共の運動・スポーツ関連施設の利用状況について

市内にある公共の運動・スポーツ関連施設は、屋内施設が１０施設、屋外施設が１

７施設、合計２７施設あります。大松山運動公園陸上競技場や、同公園多目的グラウ

ンド等が整備され、市内全体の施設数が増えています。

利用者数は、令和元年度の合計は約８５万人となっています。前回の調査時の値は

平成２６年度の利用者数で６２万人となっており、大幅な増加となりました。

各施設の利用状況において、過去１年間で最も利用された施設は「大松山運動公園

多目的グラウンド」の１５．８％となりました。しかし、調査項目として最も多い回

答は「施設は使ったことがない」の１８．９％となりました。前回の結果でも最も多

い回答は「大松山運動公園グラウンド」、２番目に多い回答は「施設は使ったことがな

い」となっていました。

性別ごとの調査結果では、男女ともに使用している施設の項目がほぼ同率になって

おり、大松山運動公園の施設は前回から男女ともに高い割合となっています。また、

前回の調査結果でも男女の使用している施設の項目の割合に差はほとんどありません

でした。

③ 市内の公共の運動・スポーツ関連施設を使用しない理由について

割合の最も高い項目は、前回の調査結果と同じく「その他」となっています。その

他の意見では、個人で行うことのできるウォーキング等の運動・スポーツに取り組ん

でいるため、公共の施設を使用しないという意見がありました。また、前回の調査で

も回答があった「市内に何の施設があるか分からない」、「必要ない」などの意見や、

「料金が高い」、「所属しているクラブが市外にある」などの意見がありました。

「市内には利用したい施設がない」が、前回と同じく２番目に高い割合となりまし

たが、前回２５．７％だったのに対し、今回の割合は１４．１％となっており、大幅

に減少しました。また、ほぼ同じ割合で「自宅から遠い」が１３．９％で３番目に高

い割合となっています。

施設は使ったことがない 18.9% 大松山運動公園多目的グラウンド 15.8% 南河内体育センター 11.8% 石橋体育センター 10.0% 国分寺運動公園グラウンド 9.2%

大松山運動公園グラウンド 24.7% 施設は使ったことがない 23.5% 石橋体育センター 15.7% 南河内体育センター 14.1% 国分寺運動公園グラウンド 13.9%

今回 大松山運動公園多目的グラウンド 19.3% 国分寺運動公園グラウンド 15.0% 施設は使ったことがない 14.7% 南河内体育センター 13.3% 南河内体育センター 13.3%

前回 大松山運動公園グラウンド 30.4% 国分寺運動公園グラウンド 19.5% 施設は使ったことがない 18.5% 石橋体育センター 17.7% 別処山公園グラウンド 17.5%

今回 施設は使ったことがない 24.4% 大松山運動公園多目的グラウンド 11.3% 南河内体育センター 9.8% 石橋体育センター 8.7% 国分寺海洋センター（体育館） 7.3%

前回 施設は使ったことがない 29.0% 大松山運動公園グラウンド 18.8% 南河内体育センター 13.5% 石橋体育センター 13.3% 石橋地区の小・中学校 10.2%

今回 大松山運動公園多目的グラウンド 16.1% 南河内体育センター 9.7% 国分寺運動公園テニスコート 9.7%
旧国分寺西小学校体育館
ボルダリング施設

9.7% 施設は使ったことがない 9.7%

前回 南河内地区の小・中学校 23.3% 石橋体育センター 18.1% 大松山運動公園グラウンド 17.2% 石橋地区の小・中学校 16.4% 施設は使ったことがない 16.4%

今回 施設は使ったことがない 38.9% 大松山運動公園陸上競技場 9.3% 祇園原公園テニスコート 7.4% 南河内体育センター 5.6% 南河内地区の小・中学校 5.6%

前回 施設は使ったことがない 35.6% 施設は使ったことがない 26.7% 国分寺運動公園グラウンド 13.7% 別処山公園グラウンド 12.3% 大松山運動公園プール 11.0%

今回 施設は使ったことがない 35.0% 南河内体育センター 18.3% 大松山運動公園多目的グラウンド 16.7% 国分寺運動公園グラウンド 10.0% 南河内東体育館 8.3%

前回 大松山運動公園グラウンド 34.2% 施設は使ったことがない 23.6% 別処山公園グラウンド 18.0% 南河内体育センター 18.0% 国分寺運動公園グラウンド 18.0%

今回 別所山公園グラウンド 20.0% 大松山運動公園多目的グラウンド 20.0% 施設は使ったことがない 20.0% 南河内東体育館 15.6% 南河内体育センター 11.1%

前回 大松山運動公園グラウンド 28.7% 大松山運動公園グラウンド 17.9% 南河内体育センター 16.5% 石橋体育センター 16.0% 国分寺運動公園グラウンド 11.3%

今回 施設は使ったことがない 19.1% 南河内体育センター 14.5% 大松山運動公園多目的グラウンド 11.8% 石橋地区の小・中学校 10.9% 国分寺運動公園グラウンド 10.0%

前回 施設は使ったことがない 30.2% 大松山運動公園グラウンド 17.9% 南河内体育センター 16.5% 石橋体育センター 16.0% 国分寺運動公園グラウンド 11.3%

今回 施設は使ったことがない 14.3% 南河内体育センター 13.6% 大松山運動公園多目的グラウンド 11.4% 石橋体育センター 10.0% 大松山運動公園テニスコート 9.3%

前回 施設は使ったことがない 20.2% 大松山運動公園グラウンド 19.1% 南河内体育センター 14.5% 石橋体育センター 13.9% 国分寺運動公園グラウンド 12.1%

今回 大松山運動公園多目的グラウンド 24.5% 国分寺運動公園グラウンド 18.9% 石橋体育センター 14.0% 別所山公園グラウンド 12.6% 国分寺海洋センター（体育館） 11.2%

前回 大松山運動公園グラウンド 42.1% 石橋体育センター 26.4% 別処山公園グラウンド 20.7% 国分寺運動公園グラウンド 19.0% 施設は使ったことがない 14.0%

50歳代

60歳代

70歳代

年齢

３位２位

全体

30歳代

40歳代

４位

10歳代

20歳代

性別

男性

女性

５位

前　回

今　回

１位

(５)運動・スポーツ施設の現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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■市内の公共の運動・スポーツ施設を使用しない理由

④ 学校体育施設の開放状況について

前回調査時は、平成２５年度に石橋小学校体育館、古山小学校体育館で改修工事が

行われ、２施設が使用できない期間がありました。この影響から１施設あたり前年度

比較で約１万人の利用人数が減少し、のべ約２万人の年間利用者数の減少がありまし

た。

平成２５年度の石橋地区の利用者数は約４万人となっていましたので、利用できな

かった２施設分の約２万人を加えると、約６万人となります。平成２６年度以降の石

橋地区の利用者数の増減は平成２９年度だけが５万７千人となりますが、他の年度は

６万人代となっていますので、今回の比較を行った際に出た前回との差となる約２万

人の差にはこの平成２５年度の状況が影響したものと考えられます。

学校体育施設の利用件数は市内合計で約６，２００件の減少となっていますが、学

校体育施設の利用者人数は、市内合計で約５９，０００人の増加となっています。

また、学校体育施設を利用している団体は、平成２８年度に南河内地区と石橋地区

では増加しましたが、令和元年度には減少に転じ、今回の調査結果でも減少となりま

した。

国分寺地区では平成２５年度と平成２８年度も団体数は変わらずという結果でした

が、令和元年度には団体登録数が約３割減少しました。加えて平成３０年度には、国

分寺地区では国分寺西小学校の閉校があり、学校体育施設数が減少したことも、国分

寺地区での利用者減少の一因として考えられます。

■令和元年度 市内学校体育施設の利用状況

(５) 運動・スポーツ施設の現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

下野市スポーツ振興課 

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

5 2 4 1 2(-1) 1 11（-1） 4

校庭 5 1 4 0 2(-1) 0 11（-1） 1

体育館 5 2 4 1 2(-1) 1 11（-1） 4

市内（人）

市外（人）

令和元年度
※（）内は前回比

南河内地区 石橋地区 国分寺地区 合計

開放校数

利用件数（件） 5,247(-2,747) 4,049(-819) 2,585(-2,699) 11,881(-6,265)

合計人数（人） 105,091(+50,107) 64,694(+23,769) 22,656(-14,309) 192,441(+59,567)

100,637(+49,989) 60,899(+22,778) 21,672(-12,379) 183,208(+60,388)

4,454(+118) 3,795(+991) 984(-1,930) 9,233(-821)
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■運動・スポーツ施設の利便性に対する満足度（令和２年度）

15.1%

12.4%

9.2%

15.1%

14.3%

10.5%

12.6%

6.7%

9.1%

9.4%

10.0%

8.9%

14.2%

13.2%

7.8%

12.1%

11.6%

6.5%

12.4%

6.5%

9.1%

9.1%

10.8%

0.0%

34.9%

35.2%

35.0%

40.6%

36.5%

41.8%

37.3%

34.7%

41.7%

45.7%

47.6%

24.4%

10.2%

13.2%

17.0%

7.0%

9.7%

12.9%

11.0%

17.0%

13.2%

9.1%

6.1%

8.9%

4.3%

4.1%

8.1%

2.4%

3.5%

3.3%

3.5%

9.2%

2.4%

3.0%

1.0%

53.3%

21.3%

21.8%

22.8%

22.8%

24.4%

24.9%

23.2%

25.8%

24.5%

23.7%

24.5%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設の数

施設の規模

施設の用具・器具

利用時間

利用料金

利用手続・料金支払方法

付帯施設（駐車場等）

付帯設備（空調・ロッカールー

ム・シャワー等）

安全性（耐震性・老朽化

対策等）

利用しやすさ（子ども・高齢者・

障がい者への配慮等）

職員・スタッフの対応

その他

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答

⑤ 下野市の運動・スポーツ施設の利便性に対する満足度について

今回の調査では、前回の調査に「利用時間」や「安全性」の項目を加えて調査を行

っています。調査結果では、全体的に「満足」「やや満足」が増加し、「不満」「やや不

満」が減少していますが、「その他」では「不満」の意見が多いことが分かります。

屋外施設では「ナイター設備の劣化」「グラウンド整備の状況」や「屋外施設の器具

不足・劣化」などについて、また屋内施設では「施設内の劣化や汚れ」や「冷房設備」

を求める意見などがありました。この他に「貸出方法や貸出時間の短さ、窓口対応」

など様々な面に対する不満の意見が多く出されており、その他の割合でも不満が高く

なっています。

(５) 運動・スポーツ施設の現状 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（平成２６年度） 

■運動・スポーツ施設の利便性に対する満足度（平成２６年度）

8.3%

5.6%

10.4%

6.1%

7.1%

3.5%

4.8%

7.7%

4.6%

8.7%

6.4%

9.3%

6.3%

9.4%

2.6%

6.9%

8.7%

7.8%

38.3%

36.6%

49.7%

47.3%

42.6%

32.1%

43.6%

53.1%

40.2%

19.3%

24.0%

7.9%

15.2%

16.1%

26.0%

18.4%

8.6%

20.4%

9.0%

8.2%

3.3%

6.2%

7.0%

15.3%

7.5%

2.6%

8.2%

16.3%

19.2%

19.4%

19.1%

17.9%

20.6%

18.9%

19.2%

18.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設の数・規模

施設の用具・器具

利用料金

利用手続

付帯施設（駐車場・駐輪場）

付帯設備

（空調・ロッカールーム等）

利用しやすさ（子ども・高齢者・

障がい者への配慮等）

職員・スタッフの対応

総体的にみた市の運動・

スポーツ施設の利便性

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答
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⑥ 今後、充実して欲しい運動・スポーツ施設について

高い割合となった項目は「ジョギング・散策コース」と「トレーニング施設」とな

っています。この項目は前回の調査でも高い割合となっていました。３番目に高い割

合が「専用の競技場」となっていることも前回と同じ結果となっています。

■充実して欲しい運動・スポーツ施設

「専用の競技場」の回答で希望する施設は以下の表となっています。「総合体育館」

を希望する意見が最も多く寄せられました。

(５) 運動・スポーツ施設の現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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⑦ 今後、設備の改修が必要と思われる運動・スポーツ施設について

今後、設備などで改修が必要と思われる主な施設で高い割合となったのは「石橋体

育センター」で１７．８％、次に「南河内体育センター」が１４．７％となっていま

す。この項目は前回の調査結果でも高い割合となっていました。 

また、前回では上位５項目には入らなかった「南河内テニスコート」と「別所山公

園グラウンド」が新たに３番目と４番目に高い割合となり、整備が終了した大松山運

動公園多目的グラウンドも５番目に高い割合となっています。 

■性別・年代別の改修が必要と思われる運動・スポーツ施設順位表 

改修が必要という意見が多かった施設の上位５項目の中で、特に改修して欲しい設

備は下記の表となります。表の中で、上位２施設は施設全体の老朽化と、空調設備に

関する意見が多くなっています。南河内テニスコートでは「コートの修繕」を求める

意見が、別処山公園では「グラウンドと芝の管理」が多くなっています。また令和元

年度に整備された大松山運動公園多目的グラウンドでは、日除けに関する設備を求め

る意見が多くなっています。 

■市内の主な体育施設において改修が必要と思われる設備 

今回 石橋体育センター　 17.8% 南河内体育センター 14.7% 南河内テニスコート 9.8% 別所山公園グラウンド 8.9% 大松山運動公園多目的グラウンド 8.4%

前回 南河内体育センター 16.9% 石橋体育センター　 15.9% 大松山運動公園グラウンド 15.3% 国分寺海洋センター（体育館） 13.6% 国分寺運動公園グラウンド 11.4%

今回 石橋体育センター　 15.7% 別所山公園グラウンド 11.1% 南河内体育センター 11.1% 大松山運動公園多目的グラウンド 10.5% 南河内テニスコート 9.8%

前回 大松山運動公園グラウンド 17.8% 石橋体育センター　 16.7% 南河内体育センター 15.6% 国分寺海洋センター（体育館） 15.0% 国分寺運動公園グラウンド 14.4%

今回 南河内体育センター 22.2% 石橋体育センター　 22.2% 南河内テニスコート 9.7% 9.7%

前回 南河内体育センター 19.0% 石橋体育センター　 15.1% 大松山運動公園グラウンド 11.9% 国分寺海洋センター（体育館） 11.9% 国分寺運動公園グラウンド 7.1%

今回 南河内テニスコート 30.0% 南河内武道館・石橋体育センター 20.0% 10.0%

前回 石橋体育センター　 16.7% 国分寺運動公園グラウンド 16.7% 南河内地区の小・中学校 13.9% 大松山運動公園プール 13.9% 国分寺海洋センター（体育館） 11.1%

今回 石橋体育センター　 38.5% 大松山運動公園プール・石橋地区の小・中学校・国分寺運動公園グラウンド 15.4% 7.7%

前回 国分寺海洋センター（体育館） 42.9% 別所山公園グラウンド 14.3% 国分寺運動公園グラウンド 14.3% 石橋体育センター 7.1% 南河内体育センター 7.1%

今回 20.0% 石橋地区の小・中学校 15.0% 別所山公園グラウンド 10.0% 国分寺武道館 10.0%

前回 大松山運動公園グラウンド 17.0% 大松山運動公園プール 12.8% 南河内体育センター 10.6% 石橋体育センター 10.6% みのわ古城公園グラウンド 8.5%

今回 石橋体育センター　 21.1% 15.8% 南河内テニスコート 13.2% 大松山運動公園テニスコート 10.5%

前回 石橋体育センター　 18.5% 南河内体育センター 13.8% 石橋地区の小・中学校 12.3% 国分寺運動公園グラウンド 10.8% 大松山運動公園グラウンド 10.8%

今回 石橋地区の小・中学校 18.6% 南河内体育センター 14.0% 国分寺運動公園テニスコート 11.6% 9.3%

前回 南河内体育センター 32.7% 国分寺海洋センター（体育館） 20.4% 大松山運動公園グラウンド 18.4% 国分寺運動公園グラウンド・石橋体育センター・国分寺運動公園テニスコート 11.9%

今回 石橋体育センター　 23.1% 南河内体育センター 20.0% 大松山運動公園テニスコート 10.8% 南河内テニスコート 9.2% 国分寺運動公園テニスコート 9.2%

前回 南河内体育センター 32.7% 国分寺海洋センター（体育館） 20.4% 大松山運動公園グラウンド 18.4% 石橋体育センター 12.2% 国分寺運動公園グラウンド 12.2%

今回 大松山運動公園多目的グラウンド 36.1% 別所山公園グラウンド・諏訪山公園野球場・石橋体育センター　 13.9% 8.3%

前回 大松山運動公園グラウンド 35.1% 石橋体育センター　 29.7% 別所山公園グラウンド 24.3% 国分寺運動公園グラウンド 16.2% 南河内体育センター 13.5%

南河内テニスコート・南河内体育センター・国分寺海洋センター（体育館）

大松山運動公園プール・南河内テニスコート・国分寺運動公園テニスコート

・国分寺海洋センター（体育館）

別所山公園グラウンド・諏訪山公園野球場・五千石球場・南河内東部運動広場・南河内体育センター・大松山運動公園テニスコート

別所山公園グラウンド・南河内テニスコート・南河内東体育館・大松山運動公園多目的グラウンド

・大松山運動公園テニスコート

南河内体育センター・南河内東体育館・国分寺海洋センター（体育館）

別所山公園グラウンド・南河内体育センター

南河内テニスコート・南河内地区の小・中学校・大松山運動公園テニスコート・石橋体育センター
・国分寺運動公園グラウンド・国分寺武道館

男性

女性

性
別

全体

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

年
齢

問20 3位2位1位 5位4位

順位 施設名 総回答数 １位 ２位 ３位

1 石橋体育センター 40
老朽化
25.0％

空調設備
17.5％

照明
7.5％

2 南河内体育センター 33
空調設備
24.2％

老朽化
21.2％

駐車場
18.2％

3 南河内テニスコート 22
コート修繕
63.4％

コート拡張
13.6％

駐車場、トイレ
4.5％

4 別所山公園グランド 20
トイレ
30.0％

5 大松山運動公園多目的グランド 19
グラウンド
68.4％

芝生管理、グラウンド
40.0％

駐車場、トイレ
5.3％

(５) 運動・スポーツ施設の現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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⑧ 運動・スポーツ施設の改修などについて 

現在の市内の運動・スポーツ施設は、平成１８年度以前の下野市誕生以前に整備さ

れたものが多く、将来的に施設の改修費用の増大が予想されます。今後の維持管理の

在り方について様々な方法が考えられますが、調査では維持管理に関していくつかの

項目に分けてご意見をいただきました。

調査項目全体としてみると「広域化」や「民間活用」「長寿命化」「多機能化」の項

目は、いずれも「実施することに賛成」が高い割合となっています。特に「多機能化」

では８３．６％の割合で「実施することに賛成」の意見がありました。次いで「民間

活用」が７０．８％と高い割合になっています。

費用面の調査では「受益者負担」について「実施すべきに賛成」の割合が５２．７％

で一番高い割合となっています。一方で、「施設サービスの見直し」や「歳出配分の見

直し」「負債の増加」といった項目について「実施することに賛成」の割合は、約２１％

から約３７％といった割合にとどまっています。

■運動・スポーツ施設の改修についての意見・評価表

【項目の質問内容】

広域化・・・近隣市町と共同で施設の建設や維持管理、運営を行うこと

民間活用・・・建替えや運営等について民間の資金やノウハウを積極的に活用すること

長寿命化・・・建替えを行わず、既存の施設に適切な修繕等を行い長期間使用すること

統廃合・・・利用率の低い施設や機能が類似、重複する施設を統廃合し、施設数を削減すること

多機能化・・・建替えや修繕時に、時代のニーズに合わせて機能や用途を変更すること

受益者負担・・・施設の利用料金や減免措置を見直すなど、利用者に負担を求めること

施設サービスの見直し・・・施設で提供しているサービス水準の引き下げを行い、維持管理費を削減する

歳出配分の見直し・・・他の行政サービスより優先して、施設の維持管理にお金を充当する

負債の増加・・・施設の建替えや大規模改修に不足する資金について借入金で対応する

(５) 運動・スポーツ施設の現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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(６)運動・スポーツ団体の現状 

① 運動サークルやスポーツクラブの加入状況について 

今回の調査結果は、前回の調査時と同様に「加入していない」の割合が最も高く、

４３．０％となりました。前回から５．５％の減少となりましたが、引き続き高い割

合となっています。

今回の調査の中で「取り組んでいるスポーツ」と「取り組みたいスポーツ」の調査

を行いましたが、この回答で「ウォーキング」や「ジョギング」などの個人で行うス

ポーツに関する回答が高い割合を示していますので、クラブなどに加入していない大

きな理由と考えられます。

一方で、「地域や仲間のチーム・団体・教室等に加入している」の割合が前回と同様

に２番目に高い割合となっています。前回の調査から１２％の増加となり、最も高い

割合の「加入していない」とほぼ同じ割合となっています。

「民間のスポーツクラブに加入している」や「職場のチーム・団体・教室等に加入

している」の回答の割合が、前回からわずかに増加していますが、「地域や仲間のチー

ム・団体・教室等に加入している」と比較すると、割合に大きな差があることが分か

ります。

また、運動・スポーツ団体に「加入していない」理由について尋ねた質問では、最

も高い割合は「知っているが興味がない」が３９．３％でした。２番目に高い項目は

２５．２％で「その他」で、その中で一番多かった意見は「時間がない」や「クラブ

の活動時間があわない」他には「個人競技を行っている」や「自分の体調に合わない」

などの意見がありました。

(６) 運動・スポーツ団体の現状

■運動サークルやスポーツクラブの加入状況

4.8%

3.7%

42.7%

7.6%

1.4%

43.0%

4.0%

7.6%

3.5%

30.7%

6.9%

1.6%

48.5%

6.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

学校で運動部に加入している

職場のチーム・団体・教室等に加入している

地域や仲間のチーム・団体・教室等に加入している

民間のスポーツクラブに加入している

その他

加入していない

無回答

今回

前回

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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更に、全ての回答者を対象者に、今後どのような活動を行っているスポーツクラブ

や教室に入りたいか調査を行いました。多くの市民のニーズはどのようなクラブや教

室を求めているのかを調査する目的でしたが、回答で最も高い割合となった項目は

２６．０％で「特に加入したいと思わない」でした。現状に満足しているための回答

なのか、そもそもスポーツに関心が無いのかは今回の調査では分かりませんが、今後

の取り組みをよく検討することが必要と感じています。回答で２番目に高い割合とな

ったのは「健康づくりや病気予防につながる運動・スポーツができるもの」で

２４．８％となり、「健康」については調査全体を通して関心が高いことが分かります。

■運動サークルやスポーツクラブへ加入していない理由

19.3%

6.7%

5.9%

39.3%

25.2%

3.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

知らなかった

知っているが詳しい内容がわからない・

どうやって加入するかわからない

知っているがやりたい種目がクラブにない

知っているが興味がない

その他

無回答

■今後入りたいスポーツクラブや教室

9.1%

18.2%

24.8%

4.9%

2.9%

7.6%

1.4%

26.0%

5.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

専門的なスポーツプログラムや技術指導を行っているもの

生涯スポーツを中心に活動しているもの

健康づくりや病気予防につながる運動・スポーツができるもの

運動の苦手な人や初心者を対象としているもの

選手育成や競技力向上など高いレベルを目指しているもの

運動・スポーツだけでなくいろいろな交流ができるもの

その他

特に加入したいとは思わない

無回答

(６) 運動・スポーツ団体の現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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② 総合型地域スポーツクラブの加入状況について 

総合型地域スポーツクラブは市内に３つのクラブがあり、いずれのクラブも設立か

ら１０年以上が経過しています。クラブの活動は、各地域に根差した活動を中心に行

い、より市民に身近なクラブとして運営されています。市民のニーズが多様化する中

で指導者の不足など様々な問題もあり、ニーズにあった教室などの運営は難しい状況

にあります。

今回の調査では、①の「地域や仲間のチーム・団体・教室等に加入している」と回

答の方の中でクラブに加入している割合について調査しています。

調査結果では「加入している」が３４．７％「加入していない」が６３．４％とい

う結果となりました。

今回の調査結果では、スポーツに取り組んでおり、且つクラブなどの団体に加入し

ている方の約３割の方が、「総合型地域スポーツクラブに加入している」という結果に

なりました。今後も会員数を増やすための取り組みを行っていくことが必要と考えら

れます。

③ 下野市体育協会の団体登録状況及び活動について

前回の調査時点での下野市体育協会の加盟団体数は２１団体でしたが、現在は１団

体減少し、２０団体となっています。各加盟団体の活動状況は各団体で主催する独自

の大会や教室を行っています。また毎年全県で開催される県民スポーツ大会では、関

連する団体が代表者やチームを派遣するため、選考会を兼ねた大会などを開催してい

ます。

■総合型地域スポーツクラブへの加入状況

34.7%

63.4%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

加入している

加入していない

無回答

【令和２年度加盟団体一覧表】

№ 加盟団体名 № 加盟団体名 № 加盟団体名

1 下野市陸上部 8 下野市ゴルフ協会 15 下野市弓道部

2 下野市野球協会 9 下野市体育協会バレーボール部 16 下野市ゲートボール協会

3 下野市ソフトボール協会 10 下野市婦人バレーボール協会 17 下野市グラウンドゴルフ協会

4 下野市ソフトテニスクラブ 11 下野市体育協会バスケットボール部 18 下野市インディアカ部

5 下野市テニス協会 12 下野市卓球部 19 下野市ソフトバレーボール協会

6 下野市サッカー協会 13 下野市体育協会柔道部 20 下野市バドミントン部

7 下野市スキー協会 14 下野市体育協会剣道部

(６) 運動・スポーツ団体の現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

下野市スポーツ振興課 
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④ 運動・スポーツ団体の運営状況について

本市の運動・スポーツ団体の運営状況については、下記の「運営状況比較表」のと

おりです。体育協会とスポーツ少年団については、前回の調査と同様に補助金が運営

費総額の約５０％を占めています。総合型地域スポーツクラブについては、会費での

収入が大きくなり運営費が増大していますが、運営費総額に対する補助金の占める割

合は前回の２．８％から２．３％へ縮小しました。

⑤ 運動・スポーツ指導者の現状について

運動・スポーツの指導者に求めることを調査しました。「健康や体力づくりの基本

となる運動・スポーツ活動などの指導者」が２７．４％となり、ほぼ同じ割合の

２７．２％で「誰もが取り組める生涯スポーツの指導者」を必要とする意見が多くあ

りました。

    ■運動・スポーツの指導者に求める素質とその比率の一覧表

【運営状況表比較表】 千円

R元年度 10,081 200 5,000 4,881

H25年度 9,822 210 5,000 4,612

R元年度 2,028 841 1,050 137

H25年度 2,180 881 1,150 149

R元年度 32,449 4,056 750 27,643

H25年度 26,415 2,637 750 23,028

下野市体育協会

スポーツ少年団

総合型地域スポーツクラブ

運営費
総　額

団体名 年　度 会　費 補助金 その他

■令和２年度調査内容

11.1%

27.2%

27.4%

9.7%

1.6%

10.7%

0.8%

1.6%

4.1%

5.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

競技力向上のための高度な専門性を持つ指導者

誰もが取組める生涯スポーツの指導者

健康や体力づくりの基本となる運動・スポーツ活動などの指導者

青少年の運動・スポーツ活動を進める指導者

障がい者の運動・スポーツの指導者

高齢者の運動・スポーツの指導者

ニュースポーツなど新しい競技の指導者

その他

指導者は必要ない

無回答

(６) 運動・スポーツ団体の現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

下野市スポーツ振興課 
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また、指導者に対する意見を性別、年代別に見てみました。全体で最も高い割合と

なったのは「健康や体力づくりの基本となる運動・スポーツ活動などの指導者」の項

目となりました。この項目は全ての年代で上位に入っており、健康や体力づくりに必

要な基本的な運動・スポーツに関する指導に関心が高いことが分かります。

■性別・年代別の運動・スポーツの指導者に求める事柄の占める割合の順位表

全体
健康や体力づくりの基本となる運動・ス
ポーツ活動などの指導者

27.4% 誰もが取組める生涯スポーツの指導者 27.2%
競技力向上のための高度な専門性を持
つ指導者

11.1%

男性
健康や体力づくりの基本となる運動・ス
ポーツ活動などの指導者

26.3% 誰もが取組める生涯スポーツの指導者 22.4%
競技力向上のための高度な専門性を持
つ指導者

13.9%

女性 誰もが取組める生涯スポーツの指導者 33.5%
健康や体力づくりの基本となる運動・ス
ポーツ活動などの指導者

28.7% 高齢者の運動・スポーツの指導者 10.2%

10歳代
競技力向上のための高度な専門性を持
つ指導者

32.3%
健康や体力づくりの基本となる運動・ス
ポーツ活動などの指導者

29.0%
青少年の運動・スポーツ活動を進める指
導者

19.4%

20歳代
健康や体力づくりの基本となる運動・ス
ポーツ活動などの指導者

40.7% 誰もが取組める生涯スポーツの指導者 27.8% 高齢者の運動・スポーツの指導者 9.3%

30歳代 誰もが取組める生涯スポーツの指導者 26.7%
健康や体力づくりの基本となる運動・ス
ポーツ活動などの指導者

20.0%
青少年の運動・スポーツ活動を進める指
導者

18.3%

40歳代 誰もが取組める生涯スポーツの指導者 31.1%
健康や体力づくりの基本となる運動・ス
ポーツ活動などの指導者

27.8%
青少年の運動・スポーツ活動を進める指
導者

15.6%

50歳代 誰もが取組める生涯スポーツの指導者 31.8%
健康や体力づくりの基本となる運動・ス
ポーツ活動などの指導者

31.8%
競技力向上のための高度な専門性を持
つ指導者

15.5%

60歳代
健康や体力づくりの基本となる運動・ス
ポーツ活動などの指導者

35.0% 誰もが取組める生涯スポーツの指導者 29.3% 高齢者の運動・スポーツの指導者 8.6%

70歳代 高齢者の運動・スポーツの指導者 30.1% 誰もが取組める生涯スポーツの指導者 23.1%
健康や体力づくりの基本となる運動・ス
ポーツ活動などの指導者

14.0%

2位1位 3位

(６) 運動・スポーツ団体の現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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 (７)運動・スポーツイベントの現状 

① 下野市等主催の運動・スポーツイベントの状況について 

本市等主催の運動・スポーツイベントは以下の各種表のとおりです。大会などで

の参加者数は減少傾向にあります。

スポーツ教室については、教育委員会で総合型地域スポーツクラブに業務を委託

しています。参加者のニーズに合ったスポーツ教室が創設・運営されることで、そ

の種類が増えたために全体の参加者数は増加しています。

■主な大会等

H30年度 H26年度

６月 市民体育祭ティーボール大会 ティーボール 435 315

９月 市民体育祭キンボールスポーツ大会 キンボールスポーツ 208 224

市民体育祭（石橋地区） 1,540 1,700

市民体育祭（国分寺地区） 1,540 1,500

スポーツフェスティバル（南河内地区） ソフトボール等9種目 535 722

12月 南河内地区一周駅伝競走大会 駅伝 297 333

１月 天平マラソン大会 マラソン 2,025 2,330

３月 下野オープンキンボールスポーツ大会 キンボールスポーツ 182 240

　※R元年度は10月に発生した台風14号の影響から市民体育祭が中止となり、3月の下野オープンキンボールスポーツ大
　　会は新型コロナ感染症の影響から中止となりました。R元年度は比較データとしては中止となった大会が2大会あること
　　からH30年度のデータを使用しました。

10月

種目主催大会名開催月
参加人数（人）

下野市
下野市教育委員会
下野市体育協会

リレー等　10競技

■スポーツ教室等（総合型地域スポーツクラブに委託した教室も含む）

R1年度 H26年度

親子体操教室（前期・後期） 親子で行う軽運動 延べ288 延べ479

健康ハイキング ハイキング 16 27

水泳教室 初心者向けの水泳 延べ167 延べ72

障がい者スポーツ交流会 障がい者スポーツ交流会 34 40

健康ウォーキング（5回） ハイキング 300 -

障がい者スポーツ教室（2回） トランポリン・ストラックアウト等 66 -

軽スポーツ教室 ノルディックウォーキング 16 -

介護予防教室 ストレッチ 延べ34 -

親子スキー教室 スキー 43 -

体幹トレーニング（前期・後期） 体幹トレーニング 延べ87 -

キンボールスポーツサンデー キンボールスポーツ 延べ221 延べ280

シニアスポーツ塾 ハイキング・軽スポーツ 延べ142 -

※平成27年度より市で行っていたスポーツ教室は地域スポーツクラブに業務を委託し開催しています。

下野市教育委員会

大会名 主催 種目
参加人数（人）

(７) 運動・スポーツイベントの現状

下野市スポーツ振興課 

下野市スポーツ振興課 
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② 運動・スポーツイベントへの参加状況について 

全ての回答者を対象に、本市、体育協会、スポーツ少年団及び総合型地域スポーツ

クラブが主催する運動・スポーツイベントへの参加状況を調査しました。残念ながら

「参加していない」の値が前回と同様に最も高い割合となりました。

また「市民体育祭」は、前回の調査では２番目に高い割合の１７．２％となってい

ましたが、今回は大幅に減少して１０．０％となっています。スポーツフェスティバ

ルも参加者数が同じく減少するという状況となっており、体育祭やスポーツフェステ

ィバルでは参加者が減少傾向にあることがわかります。

■下野市等主催の運動・スポーツイベントに参加したことのある回答者の割合について

■市スポーツ少年団主催事業

R1年度 H26年度

R1年8月 第1回スポーツ少年団指導者研修会 15 35

R2年2月 第2回スポーツ少年団指導者研修会 15 42

R1年12月 シップス交流大会 376 259

大会名
参加人数（人）

開催月

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

下野市スポーツ振興課 

下野市スポーツ振興課 

■総合型地域スポーツクラブ主催事業

R1年度 H26年度 R1年度 H26年度 R1年度 H26年度

NPO法人グリムの里スポーツクラブ 18 18 26 33 721 1,308

NPO法人夢くらぶ国分寺 16 27 380 721 7,334 10,383

NPO法人元気ワイワイ南河内 17 18 631 485 11,655 8,503

※スポーツ教室として委託している事業は除く

クラブ名
事業数 延べ実施回数 延べ参加人数（人）
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③ 運動・スポーツイベントへ参加しない理由について

本項では、前回の調査時から選択肢の変更を行っています。前回３７．１％と最も

高い割合となった「特に理由は無い」は今回項目としませんでした。運動・スポーツ

イベントに参加できない理由があるのではないかと考え、今回の選択肢からは削除し

ています。

今回の調査結果の中で最も高い割合となったのは「勉強・仕事・家事・育児のため

時間が無い」で３３．７％でした。具体的な事情での運動・スポーツイベントに参加

できない回答の割合は、「病気等のため参加で参加できない」と併せて全体の約４０％

でした。

また、「運動・スポーツとそのイベントに関心・興味がない」は２番目に高い割合と

なっており２３．０％でした。この項目は前回の調査では１１．６％であったことか

ら、今回調査では１１．４％の増加となっています。

次に、前回の値から大きく割合が変化した項目としては、「情報がなく分からなかっ

た」が前回３．５％だったのに対し、今回は２０．０％となりました。

引き続き本項では、市主催の運動・スポーツイベントに参加していない方を対象に、

市主催以外の運動・スポーツイベントへの参加の有無についても調査を行いました。

この項目では「参加していない」が、７３．４％と最も割合となっています。

一方で「参加した」と回答した方が１０．０％の割合となっていることから、市主

催の運動・スポーツイベントに関心を持ってもらうための情報発信について検討を行

う必要があると考えられます。

■市など以外が主催のスポーツイベントの参加状況

10.0%

73.4%

16.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

参加した

参加していない

無回答

■運動・スポーツイベントに参加しなかった理由

33.7%

7.1%

14.3%

9.0%

16.9%

20.0%

2.9%

1.2%

23.0%

11.6%

2.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

勉強・仕事・家事・育児のため時間がない

病気・けが・療養中など体が不調

疲れる・年齢的にムリである

一緒に参加する人がいなかった

興味あるイベントがなかった

情報等がなく分からなかった

お金がかかる

開催場所が遠かった

運動・スポーツとそのイベントに関心・興味がない

その他

無回答

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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④ 今後参加してみたい運動・スポーツイベントの特色について

回答の割合は、前回の調査とほぼ同じ傾向がみられる結果となりました。前回最も

高い割合となった「参加したいイベントはない」は、今回の結果でも最も高い割合と

なっており、前回と比較して７．２％の増加となっています。

２番目に高い割合となった「交流を目的とした大会等」は１９．９％となり、前回

の調査とほぼ同じ割合になりました。

⑤ 今後市内で観戦したいスポーツについて

公式試合や競技大会、練習などのスポーツ観戦をどの程度行っているかを調査しま

した。前回の調査時には「テレビ観戦も含む」との表記をしていましたが、今回はテ

レビに加えてインターネットでの観戦を選択肢に追加して調査を行いました。 

調査では「週に１～２日」が最も高い割合で２３．２％となり、２．８％の減少とな

っています。 

一週間の時間幅で見ると「ほぼ毎日」が９．４％と２．３％増加となり、「週に３～

５日」の頻度の割合も１７．２％と、２．０％の増加でした。スポーツ観戦をする習

慣が増加傾向にあることが分かります。 

また、「３～６か月に１日程度」や「年に１日程度」の項目や「（観戦を）行ってい

ない」でも増加という結果となりました。 

前回の調査時よりインターネットなどが活用され、気軽に好きなスポーツ観戦など

ができる環境が整ってきたことで「スポーツ観戦を頻繁に行う」割合が増加している

と考えられます。これは前回の調査結果と同様に「スポーツに高い関心がある」状態

であると考えられます。 

一方で、「あまりスポーツ観戦はしない」や「観戦をしない」と考えられる割合も一

定の割合であることが分かります。 

■今後の運動・スポーツイベントへの参加意向

19.9%

7.5%

6.4%

10.7%

12.6%

7.2%

12.1%

2.4%

38.5%

10.2%

19.0%

7.9%

5.9%

11.8%

10.9%

6.9%

15.0%

3.2%

31.3%

9.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

交流を目的とした大会等

交流ではなく競技色の強い大会等

全市を対象とした規模の大きな大会等

地域を対象とした規模の小さい大会等

初心者を対象としたスポーツ教室等

競技力の向上を目的としたスポーツ教室等

有名スポーツ選手などによるスポーツ教室・イベント・講演

その他

参加したいイベントはない

無回答

今回

前回

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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スポーツ観戦を年代別に見てみると、「ほぼ毎日」の項目が１０歳代では前回か

ら大きく割合が減少し、６０歳代では割合が大きく増加しています。 

「週に３～５日」の項目では、３０歳代と５０歳代で前回から半分程度の割合

となり、７０歳代で割合が増加するなど、観戦する頻度が多い年代は６０歳代以

上という傾向があり、反対にスポーツ観戦の頻度が低くなる傾向は４０歳代以下

の年代となっています。 

■スポーツ観戦の頻度

9.4%

17.2%

23.2%

16.1%

10.4%

3.8%

1.1%

15.3%

3.5%

7.1%

15.2%

26.0%

18.0%

9.8%

3.0%

2.4%

14.4%

4.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

ほぼ毎日

週に３～５日

週に１～２日

月に１～３日

３～６か月に１日程度

年に１日程度

その他

行っていない

無回答

今回

前回

■スポーツ観戦の頻度における年代別の割合①

1.7%

16.7%

3.7%

3.9%

2.7%

11.5%

5.0%

10.5%

5.1%

1.4%

4.6%

2.0%

3.4%

2.3%

8.9%

6.6%

3.4%

5.6%

4.6%

8.6%

6.8%

11.8%

9.9%

16.0%

11.9%

13.9%

13.9%

16.4%

13.7%

19.1%

18.8%

20.4%

13.6%

19.4%

13.0%

25.7%

22.6%

22.1%

24.8%

21.5%

28.8%

11.1%

23.1%

23.0%

28.8%

21.8%

20.8%

16.6%

35.6%

31.9%

37.0%

20.4%

21.9%

11.5%

11.9%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほぼ毎日（今回）

ほぼ毎日（前回）

週に３～５日（今回）

週に３～５日（前回）

週に１～２日（今回）

週に１～２日（前回）

月に１～３日（今回）

月に１～３日（前回）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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「これから市内で観戦したいスポーツ」の調査では、「プロスポーツの試合」

が最も高い割合で３８．１％となりました。前回の調査で最も高い割合を占め

た「特にない」は、今回の調査では２番目に高い割合で３７．１％となってお

り、前回から２．５％減少しています。 

■市内で観戦したいスポーツ

38.1%

13.5%

11.3%

14.8%

16.7%

7.8%

2.4%

37.1%

6.4%

31.4%

7.4%

9.8%

10.8%

12.4%

1.9%

39.6%

9.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

プロスポーツの試合

社会人スポーツの試合

学生スポーツの試合

マラソン・駅伝の大会

国体などの国内大会

国際大会

その他

特にない

無回答

今回

前回

■スポーツ観戦の頻度における年代別の割合②

16.9%

19.2%

0.0%

13.3%

14.3%

12.5%

5.2%

15.2%

9.2%

12.1%

33.3%

13.3%

14.3%

8.3%

17.7%

12.4%

16.9%

17.2%

12.5%

23.3%

14.3%

16.7%

16.7%

27.6%

16.9%

16.2%

4.2%

13.3%

0.0%

12.5%

17.7%

20.7%

15.4%

24.2%

16.7%

26.7%

28.6%

12.5%

12.5%

10.3%

16.9%

8.1%

12.5%

0.0%

14.3%

20.8%

15.6%

11.0%

7.7%

3.0%

20.8%

10.0%

14.3%

16.7%

14.6%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３～６か月に

１日程度（今回）

３～６か月に

１日程度（前回）

年に１日程度（今回）

年に１日程度（前回）

その他（今回）

その他（前回）

行っていない（今回）

行っていない（前回）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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調査では併せて、希望する種目について質問をしています。下の表ではプロスポー

ツでの割合が高かった５競技を表示しています。 

サッカーや野球、バスケットボールの３競技は県内にプロチームがある競技とな

っています。意見の中にはロードレースやボルダリングなどの意見もありました。 

令和３年に開催される東京オリンピック・パラリンピック大会の観戦の意向につい

て調査しました。同大会は、令和２年に開催予定でしたが、新型コロナ感染症の影響

により、開催が１年延期されています。 

回答結果は「テレビでの観戦する予定である」が８１．１％、「会場での観戦する予

定である」が６．４％となっており、観戦に積極的な意見が８０％を上回っています。

「観戦しない」は８．４％にとどまっており、同大会が世界最高峰のスポーツ大会で

あることから、市民の関心の高さがうかがえます。 

■意見の多かった競技名

№ 競技名 割合

1 サッカー 31.6％

2 野球 21.6％

3 バスケットボール 19.3％

4 バレーボール 6.4％

5 テニス 5.3％

■オリンピックの観戦について

81.1%

6.4%

8.4%

1.6%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

テレビで観戦する予定である

会場で観戦する予定である

観戦しない

その他

無回答

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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令和４年に第７７回国民体育大会いちご一会とちぎ国体（以下、国体）が開催され

ます。下野市は正式競技である「サッカー少年男子」と「ハンドボール全種別」の会

場となることが決定しています。国体の観戦についても調査を行いました。 

「会場で観戦したい」と回答した割合が３２．８％、「会場では観戦したくないがテ

レビやインターネットなどで中継があれば観戦したい」の割合も３４．２％となって

おり、観戦に積極的な意見を合計すると６７．０％と高い割合になりました。 

国体が栃木県で開催されるのは４２年ぶりとなります。市内の会場で国内最大のス

ポーツの祭典が開催されことから、市民の関心が高いことが分かります。 

市では市民総スポーツ“ひとり１スポーツ”に取り組んでいるところです。取り組

み方には“スポーツを”「する」「みる」「ささえる」の３つのキーワードがあり、様々

な取り組み方があります。 

「スポーツをする」や「スポーツをささえる」に比べて、「スポーツをみる」は取り

組みやすいため、スポーツ観戦に対しどの程度の費用を費やしているかを調査しまし

た。 

調査結果は「０円」が３９．８％と最も高い割合となり、次いで「５，００１円以

上１０，０００円以下」が１５．３％となっています。 

有効回答の平均額は約１０，０００円となっています。 

なお、全体の傾向としては５，０００円以下の割合は５３．８％と半数以上の結果

となりました。 

■栃木国体の観戦について

32.8%

34.2%

28.8%

4.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

会場で観戦したい

会場では観戦したくないがテレビや

インターネットなどの中継があれば観戦したい

観戦したくない

無回答

■スポーツ観戦の費用

39.8%

1.9%

2.4%

9.7%

15.3%

4.6%

7.2%

19.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

0円

1円以上1,000円以下

1,001円以上2,500円以下

2,501円以上5,000円以下

5,001円以上10,000円以下

10,001円以上25,000円以下

25,001円以上

無回答

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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⑥ スポーツボランティア活動について

過去１年間に行ったスポーツボランティア活動について、全ての方を対象に調

査しました。今回の調査では選択肢を変更し調査を行っています。 

スポーツボランティアを「行っていない」が６６．２％と最も高い割合となり

ました。前回の調査時でも「行っていない」の割合は６５．１％でした。選択肢

の変更があったため、単純な比較はできませんが、高い割合となっています。 

また、本調査はボランティア活動を行う理由や動機に関連づけて調査を行い 

ました。スポーツボランティアを行った方で、最も高い割合となった理由は「ス

ポーツ関係の団体や連盟から頼まれた」で１４．５％でした。次いで「自主的に

行った」が６．２％、「友人や知り合いに頼まれた」が３．２％となっていま

す。スポーツボランティア活動に対する市民の関心が、前回の調査時点の割合を

全体的に大きく下回っている状況にあります。 

スポーツボランティア活動を実際に行った内容についても調査を行いました。この

項目の調査では対象者を上記の表の中で「ボランティア活動を行った方」を対象とし

ています。回答の中で、最も高い割合は「大会・イベントの運営スタッフ」で 

５１．４％となっており、次いで「審判や審判の手伝い」が３７．０％、「スポーツ

の指導」が３５．４％となっています。 

大会・イベントの運営や実際の試合、またスポーツの指導、団体などの運営とスポ

ーツに関わる多くの場面が、スポーツボランティアに参加する方々に支えられている

ことが分かります。 

■ボランティア活動について

6.2%

3.2%

2.1%

14.5%

2.4%

0.5%

66.2%

4.9%

27.1%

15.1%

10.8%

39.3%

5.4%

36.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自主的に行った

友人や知人に頼まれて行った

自治会や職場で頼まれて行った

スポーツ関係の団体や連盟から頼まれて行った

家族が所属するチーム・クラブから頼まれて行った

上記以外の経緯で行った

行っていない

無回答

今回

前回

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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スポーツボランティア活動を「自主的に行った」と回答した方を対象に、スポーツ

ボランティア活動の情報を取得した媒体について調査を行いました。 

「市など自治体の広報誌」が２５．６％で最も高い割合となりました。２番目に高

い割合は「大会のホームページ」「大会のチラシ、配布物」が同じ割合でした。 

また、「その他」も２５．６％と高い割合で、具体的な意見として「知人・友人の

紹介」や「大会・イベントを自分で主催している」「自分の団体が大会・イベントを

主催している」といった回答がありました。 

情報発信の手段としてホームページ有効であることは、広く認知されている事実で

すが、調査結果からはチラシや配布物での啓発活動にも一定の効果があることが分か

りました。 

■ボランティア活動の種類について

35.4%

17.1%

37.0%

51.4%

19.9%

5.5%

4.4%

3.9%

8.2%

4.3%

10.6%

8.9%

8.6%

0.8%

1.0%

65.1%

7.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

スポーツの指導

指導者の手伝い

審判や審判の手伝い

大会・イベントの運営スタッフ

団体・クラブの運営や手伝い

スポーツ施設の管理の手伝い

その他

行っていない

無回答

今回

前回

■ボランティア活動の情報について

17.9%

17.9%

25.6%

7.7%

2.6%

25.6%

15.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

大会などのホームページ

大会などのチラシ、配布物

市など自治体の広報誌

市など自治体のホームページ

インターネットでの検索

（スポーツボランティアの検索サイトなど）

その他

無回答

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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次に、スポーツボランティア活動を行っていないと回答した方を対象に、スポーツ

ボランティア活動に対して興味があるかを調査しました。 

回答では１１．１％の割合で「興味がある」、３４．４％で「少し興味がある」と

なりました。「興味が無い」と回答した割合も４５．２％となっています。 

「興味がある」と「少し興味がある」の割合を合わせると４５．５％となってお

り、「興味が無い」とほぼ同じ値となっています。 

また「興味がある」「少し興味がある」と回答した方を対象に、興味があるが参加

できなかった理由について続けて調査を行いました。結果は４７．０％と約半数の割

合で「ボランティア活動の情報が無かった」との回答になっており、情報発信の重要

性が分かります。 

■スポーツボランティア活動に対する意識

11.1%

34.4%

45.2%

9.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

興味がある

少し興味がある

興味が無い

無回答

■スポーツボランティア活動に参加できなかった理由

47.0%

28.3%

21.6%

14.5%

3.2%

8.5%

13.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

ボランティアの情報が無かった

情報はあったが参加する時間が無かった

活動内容が分からなかった

一緒に活動する仲間がいなかった

活動場所が遠方であり交通手段が無かった

その他

無回答

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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参加できなかった理由の中で「ボランティア活動の情報が無かった」と「情報はあ

ったが参加する時間が無かった」と回答した方に、今後のボランティア活動への参加

についても調査しました。 

回答では「あまり参加したくない」が４１．７％と高い割合となりましたが、「今

後は積極的に参加したい」「参加を検討したい」という前向きな意見もありました。 

⑦ 市内の運動・スポーツに関する情報の入手方法について

市民、または市内のスポーツ団体の運動・スポーツに関する情報の入手方法につい

て調査を行いました。 

前回の調査結果と同じく「広報しもつけ・回覧板」が５１．１％と高い割合となっ

ており、次いで「所属するスポーツチーム・団体」で２４．５％となりました。前回

２番目に高い割合となった「新聞・テレビ・ラジオ」を僅かに上回っています。 

市ホームページでの情報取得の割合は前回の６．２％から１２．３％に増加してい

ますが、全体に占める割合は低くなっていることが分かります。 

■今後のスポーツボランティア活動について

7.9%

36.2%

41.7%

5.3%

8.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

今後は積極的に参加してみたい

参加を検討したい

あまり参加したくない

その他

無回答

■運動・スポーツの情報について

51.1%

12.3%

0.5%

8.9%

22.5%

13.7%

24.5%

2.4%

15.1%

5.9%

52.5%

6.2%

1.4%

3.9%

22.5%

7.4%

18.9%

3.2%

11.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

広報しもつけ・回覧板

下野市ホームページ

下野インフォメーション（メール配信）

下野市ホームページ以外のインターネット

新聞・テレビ・ラジオ

チラシ・パンフレット

所属するスポーツチーム・団体など

その他

スポーツに関する情報には関心がない

無回答

今回

前回

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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市内の運動・スポーツ情報発信において、充実させたほうがよいと思う項目につい

て調査しました。 

前回と同じ項目で「健康づくりや日常的な運動」の割合が４１．４％と最も高くな

っています。次いで「スポーツ施設の設備内容・利用方法・予約方法」が３４．２％

となっています。 

全体の傾向としては全ての項目で増加という状況です。前回の調査では調査しなか

った項目として「体力測定や技術向上・トレーニング方法」についての情報発信につ

いても２４．７％の割合となりました。全体の傾向では、各項目とも前回の調査結果

から増加という状況になっています。 

■今後の情報発信に関して

34.2%

24.8%

18.5%

6.1%

24.7%

18.8%

41.4%

7.0%

13.9%

2.1%

10.2%

31.6%

19.1%

15.8%

3.4%

17.1%

38.0%

6.0%

9.8%

2.0%

8.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

スポーツ施設の設備内容・利用方法・予約状況

スポーツ大会・イベントの開催案内・結果

チーム・団体・教室等の活動案内・募集

スポーツボランティアの活動案内・募集

体力測定や技術向上・トレーニング方法

ケガの予防やスポーツ医学

健康づくりや日常的な運動

市のチーム・団体・選手の活躍状況

いろいろな運動・スポーツ種目の紹介

その他

無回答

今回

前回

(７) 運動・スポーツイベントの現状

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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(８)運動・スポーツの振興 

① 運動・スポーツ振興の効果について 

前回の調査結果と同じく「地域の交流・コミュニティづくり」に対する期待が最も

高くなり２２．３％でした。参考値ではありますが、前回との比較では割合が増加し

ています。

「市民の健康水準の向上」が２番目に高い割合となっており、１５．０％でした。

前回調査で２番目に高い割合となった「高齢者の生きがいづくり」は１４．０％とな

っており、今回の調査では３番目に高い割合となっています。

年齢別では、「地域の交流・コミュニティづくり」に対する期待が多くの年代で１番

目になるなど上位に入っていますが、その中で２０歳代の１番高い割合の項目は「市

民の健康水準の向上」で２２．２％と若い世代でも「健康」に関心が高い結果がここ

でも表れています。

(８)運動・スポーツの振興

■運動・スポーツ振興の効果 （前回値参考）

※前回調査時に行った割合の算出方法と今回の割合の算出方法が違っていることから、前回の算出方法を今回の算出方法
　に変換した値で比較しておりますので、参考と表記しております。

2.5%

22.3%

5.1%

7.5%

7.3%

5.6%

14.0%

15.0%

7.6%

1.6%

1.4%

3.5%

6.5%

3.6%

18.1%

8.1%

10.6%

10.5%

7.2%

13.0%

11.0%

9.1%

4.2%

1.0%

3.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

家族の交流

地域の交流・コミュニティづくり

世代間の交流

余暇時間の有効活用

子供の体力づくり

青少年の健全育成

高齢者の生きがいづくり

市民の健康水準の向上

スポーツ施設の有効活用

競技力の向上

その他

効果は期待できない

無回答

今回

前回

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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■運動・スポーツの振興について

今回 地域の交流・コミュニティづくり 22.3% 市民の健康水準の向上 15.0% 高齢者の生きがいづくり 14.0% スポーツ施設の有効活用 7.6% 余暇時間の有効活用 7.5%

前回 地域の交流・コミュニティづくり 18.1% 高齢者の生きがいづくり 13.0% 市民の健康水準の向上 11.0% 余暇時間の有効活用 10.6% 子供の体力づくり 10.5%

今回 地域の交流・コミュニティづくり 26.3% 高齢者の生きがいづくり 12.7% 市民の健康水準の向上 11.0% 余暇時間の有効活用 8.2% 青少年の健全育成 7.6%

前回 地域の交流･コミュニティづくり 18.9% 高齢者の生きがいづくり 11.8% スポーツ施設の有効活用 9.8% 余暇時間の有効活用 9.6% 子供の体力づくり 9.5%

今回 市民の健康水準の向上 20.0% 地域の交流・コミュニティづくり 17.1% 高齢者の生きがいづくり 15.6% スポーツ施設の有効活用 8.7% 子供の体力づくり 7.3%

前回 地域の交流･コミュニティづくり 17.4% 高齢者の生きがいづくり 14.4% 市民の健康水準の向上 13.0% 余暇時間の有効活用 11.8% 子供の体力づくり 11.7%

今回 地域の交流・コミュニティづくり 22.6% 青少年の健全育成 16.1% スポーツ施設の有効活用 16.1% 市民の健康水準の向上 9.7% 競技力の向上 9.7%

前回 15.4% 地域の交流･コミュニティづくり 13.6% 競技力の向上 13.1% 青少年の健全育成 8.1%

今回 市民の健康水準の向上 22.2% 余暇時間の有効活用 16.7% 地域の交流・コミュニティづくり 11.1% 子供の体力づくり 11.1% スポーツ施設の有効活用 11.1%

前回 地域の交流･コミュニティづくり 26.7% 余暇時間の有効活用 14.7% 市民の健康水準の向上 12.1% スポーツ施設の有効活用 11.2% 子供の体力づくり 8.6%

今回 地域の交流・コミュニティづくり 20.0% 子供の体力づくり 18.3% 余暇時間の有効活用 11.7% 市民の健康水準の向上 11.7% スポーツ施設の有効活用 10.0%

前回 子供の体力づくり 21.7% 地域の交流･コミュニティづくり 17.3% 余暇時間の有効活用 12.1% スポーツ施設の有効活用 8.3% 家族の交流、世代間の交流 7.7%

今回 地域の交流・コミュニティづくり 22.2% 子供の体力づくり 15.6% 市民の健康水準の向上 14.4% スポーツ施設の有効活用 12.2% 余暇時間の有効活用 7.8%

前回 地域の交流･コミュニティづくり 19.0% 子供の体力づくり 13.5% 市民の健康水準の向上 11.1% スポーツ施設の有効活用 10.6% 余暇時間の有効活用 10.3%

今回 地域の交流・コミュニティづくり 25.5% 市民の健康水準の向上 19.1% 世代間の交流 8.2% 余暇時間の有効活用 7.3% 青少年の健全育成 7.3%

前回 地域の交流･コミュニティづくり 18.0% 市民の健康水準の向上 15.7% 13.3% スポーツ施設の有効活用 9.3%

今回 地域の交流・コミュニティづくり 31.4% 高齢者の生きがいづくり 15.0% 市民の健康水準の向上 15.0% 余暇時間の有効活用 7.1%
青少年の健全育成、スポーツ施
設の有効活用

5.7%

前回 高齢者の生きがいづくり 20.7% 地域の交流･コミュニティづくり 18.6% 市民の健康水準の向上 13.2% 余暇時間の有効活用 10.1%
世代間の交流、子供の体力づく
り、青少年の健全育成

7.5%

今回 高齢者の生きがいづくり 37.1% 地域の交流・コミュニティづくり 16.1% 市民の健康水準の向上 11.9% 世代間の交流 7.0% 青少年の健全育成 4.2%

前回 高齢者の生きがいづくり 30.8% 地域の交流･コミュニティづくり 17.8% 世代間の交流 10.7% 余暇時間の有効活用 7.9% 青少年の健全育成 7.1%

７０歳代

年
齢
別

1 2 3 4 5

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

性
別

子供の体力づくり、スポーツ施設の有効活用

余暇時間の有効活用、高齢者の生きがいづくり

女性

男性

１０歳代

全体

(８) 運動・スポーツの振興

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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② 運動・スポーツを活性化するために必要なことについて 

これからの運動・スポーツを活性化していくために必要なことについて調査を行っ

たところ、「運動・スポーツ施設の充実」が前回と同じく最も高い割合で２４．２％

となっており、６．８％の減少となっています。

今回の調査ではいくつかの項目を新しく追加して調査を行いました。追加を行った

理由としては、「運動・スポーツ施設の充実」の項目がありますが、運動・スポーツ

施設として考える施設は、専用のグラウンドや競技場として捉えられると思います

が、もっと気軽に行われる普段の運動・スポーツは近くの公園や広場ではないかと考

え、「健康・交流などの多目的に使える場」を追加しています。

同様に「市民の健康・体力づくり」と「運動・スポーツをありますが、「市民」で

はなく年代ごとのニーズがあると考え、「子どもの参加・体力向上」「青少年の参加・

体力向上」「中高年の健康・体力づくり」と分けて調査を行っています。

「健康・体力づくり」と表示した項目では中高年の割合が高く、「体力の向上」が

含まれる項目は「子ども」と「青少年」の２つがありますが、「子ども」の割合が大

きくなっています。

■運動・スポーツの活性化について

22.5%

8.0%

16.6%

13.2%

3.5%

24.2%

11.6%

19.4%

13.7%

3.5%

15.9%

5.7%

22.8%

6.8%

18.0%

1.3%

7.6%

11.0%

3.0%

7.8%

24.8%

6.9%

16.3%

15.8%

4.1%

31.0%

16.4%

19.5%

4.4%

25.8%

8.3%

12.2%

9.0%

13.5%

2.8%

7.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

スポーツ大会・教室の充実

プロスポーツチームの誘致

クラブ・団体等の活動の活性化

市内のスポーツイベントの充実

競技スポーツの振興

運動・スポーツ施設の充実

学校の体育施設の充実・開放

健康・交流など多目的に使える場づくり

指導者の育成

スポーツボランティアの育成

子どもたちの参加・体力向上

青少年の参加・体力向上

中高年の健康・体力づくり

市民の健康・体力づくり

運動・スポーツに関する情報提供等の広報活動

運動・スポーツを通じた地域づくりの推進・交流の促進

運動・スポーツを通じた国際交流の充実

運動･ｽﾎﾟｰﾂを通じた交流の推進(世代･地域･国際交流等)

公共のスポーツ施設における健康・体力相談体制の充実

地域・家庭で参加できる仕組みづくり

その他

無回答

今回

前回

(８) 運動・スポーツの振興

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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 (９)障がい者スポーツについて

① 障がい者スポーツについて 

下野市スポーツ推進計画は、スポーツ庁の策定したスポーツ推進計画に示されてい

る方針に沿った形で計画の策定を行っています。スポーツ庁が策定した推進計画は、

現在第２期の計画となっており、第１期計画から内容が大きく変更となっており、併

せて新しい項目が追加されています。

下野市教育委員会では下野市スポーツ推進計画の中間年として見直しを図っている

ことから、スポーツ庁の第２期計画に準じた計画策定ではなく、もととなった計画に

対して現在の状況を確認し、必要であれば計画の見直しを行うことになります。すで

に第２期計画とスポーツ庁の計画が進展していますので、第２期計画の要素を取り込

んだ内容とすることを考慮してこの項目での調査を実施しました。

現在の計画での障がい者スポーツの取り組みは、スポーツの推進の中で「子どもと

障がい者のスポーツ活動の充実」という基本方針のもと、障がい者が参加できるスポ

ーツ教室や大会等の開催や、障がい者スポーツの講座を開講することとしています。

調査ではもう一度「障がい者スポーツ」への関心があるか、現在まで観戦や体験な

どの事案があったかを調査しています。

障がい者スポーツに関心があると回答した方は５２．４％となり、半数以上の方に

関心があることが分かります。しかし、観戦や体験の割合となると２７．７％の値と

なりました。

■障がい者スポーツの観戦や体験について

27.7%

72.3%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

ある

ない

無回答

■障がい者スポーツへの関心について

52.4%

42.2%

5.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

ある

ない

無回答

(９) 障がい者スポーツについて

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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続いて、「障がい者スポーツに関心はあるが、観戦や体験する機会がなかった方」

を対象に「機会があれば、障がい者スポーツを観戦や体験したいか」を調査したと

ころ、「観戦したい」が６６．４％と最も高い割合となり、次いで２１．８％で「体

験したい」という結果となりました。

東京オリンピック・パラリンピック大会を控え、障がい者スポーツへの関心が高

まっていることが分かります。

次に「観戦した障がい者スポーツ」と「体験した障がい者スポーツ」について調査

を行いました。「観戦した障がい者スポーツ」では陸上競技が３６．３％で１番高い

割合となり、次いで「車いすバスケットボール」が３３．０％、「車いすテニス」が

２６．４％となっています。「体験した障がい者スポーツ」では「ボッチャ」が

１７．６％、２番目には「卓球」が１１．０％、「車いすバスケットボール」が

９．９％となりました。

「観戦した」と「体験した」の上位３番目までの中に「車いすバスケットボール」が

入っており、関心が高いことが分かります。

■機会があれば障がい者スポーツを観戦したいか又は体験したいか

66.4%

21.8%

5.5%

3.8%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

観戦したい

体験したい

観戦したくない

体験したくない

無回答

■観戦した障がい者スポーツ

36.3%

12.1%

2.2%

3.3%

7.7%

5.5%

5.5%

5.5%

4.4%

0.0%

2.2%

3.3%

0.0%

26.4%

33.0%

0.0%

1.1%

0.0%

0.0%

0.0%

3.3%

7.7%

7.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

陸上競技（観戦）

水泳（観戦）

柔道（観戦）

パワーリフティング（観戦）

ボッチャ（観戦）

卓球（観戦）

５人制サッカー（観戦）

ゴールボール（観戦）

シッティングバレーボール（観戦）

射撃（観戦）

アーチェリー（観戦）

自転車(トラック・ロード)（観戦）

馬術（観戦）

車いすテニス（観戦）

車いすバスケットボール（観戦）

車いすフェンシング（観戦）

車いすラグビー（観戦）

トライアスロン（観戦）

テコンドー（観戦）

ボート（観戦）

バドミントン（観戦）

その他（観戦）

無回答

■体験した障がい者スポーツ

4.4%

1.1%

1.1%

0.0%

17.6%

11.0%

0.0%

3.3%

5.5%

0.0%

1.1%

1.1%

0.0%

1.1%

9.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.2%

3.3%

7.7%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

陸上競技（体験）

水泳（体験）

柔道（体験）

パワーリフティング（体験）

ボッチャ（体験）

卓球（体験）

５人制サッカー（体験）

ゴールボール（体験）

シッティングバレーボール（体験）

射撃（体験）

アーチェリー（体験）

自転車(トラック・ロード)（体験）

馬術（体験）

車いすテニス（体験）

車いすバスケットボール（体験）

車いすフェンシング（体験）

車いすラグビー（体験）

トライアスロン（体験）

テコンドー（体験）

ボート（体験）

バドミントン（体験）

その他（体験）

無回答

(９) 障がい者スポーツについて

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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全ての方を対象に、障がい者スポーツを「観戦した」又は「体験した」機会につい

て調査を行いました。「市スポーツ推進委員が開催している障がい者スポーツ交流会」

が最も高い割合となり、２６．２％となりました。次に「栃木県障がい者スポーツ協

会が開催した大会」の２１．４％、「全国障がい者スポーツ大会」の２０．２％となり

ました。

更に、障がい者スポーツを体験したと回答した方に、今後の障がい者スポーツへの

関わり方を調査しました。「体験した」経験から「観戦する」などの割合が高くなる

と予想しましたが、「運営などを手伝う」という項目が７４．２％と１番高くなり、

次に「観戦する」が２２．６％「プレーする」については０％という結果でした。

また「観戦した」と回答した方を対象に「観戦した」大会などの情報の入手方法に

ついて調査しました。１番高い割合では「大会などのチラシ・配布物」で３４．７％

となり、３番目の「大会などのホームページ」の１７．３％を大きく上回りました。

また２番目に高い割合の「その他」では、審判など運営者としての関わり方が多くあ

る一方で「家族が参加した」や「知人の紹介」などの回答がありました。ホームペー

ジだけでなく様々な形での情報提供が有効であることが分かります。

■障がい者スポーツを体験した又は観戦した機会について

26.2%

15.5%

2.4%

21.4%

20.2%

14.3%

15.5%

7.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

市スポーツ推進委員が開催している障がい者スポーツ交流会

他市町で開催された大会等

総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞが主催した大会等

栃木県障がいスポーツ協会が開催した大会等

全国障がい者スポーツ大会

過去の開催されたパラリンピック

その他

無回答

■障がい者スポーツへのかかわり方について

22.6%

0.0%

74.2%

3.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

観戦する

プレーする

運営などを手伝う

特に関りたくない

無回答

■観戦した大会をどのように知ったかについて

17.3%

34.7%

13.3%

1.3%

8.0%

26.7%

9.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

大会などのホームページ

大会などのチラシ、配布物

市など自治体の広報誌

市など自治体のホームページ

インターネットでの検索（検索サイトなど）

その他

無回答

(９) 障がい者スポーツについて

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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 (10)子どものスポーツの取り組みについて

子どものスポーツについて

先ほどの障がい者スポーツに関する調査と同じく、子どものスポーツへの取り組み

については第２期スポーツ推進計画でも「子どものスポーツ機会の充実・体力向上」

というテーマで大きく取り上げられています。その中では「スポーツをしたい生徒」

の割合の増加や「スポーツが嫌いな生徒」の割合の減少がそれぞれ数値目標として設

定されています。しかし本調査が１期計画の中間年としての見直しであることを踏ま

えて、今回は本市の子どもたちのスポーツとの関わり方を中心に調査することとし、

対象は１０歳代の方だけに対して行っています。

①  子どものスポーツに対する意識ついて 

スポーツ庁が行った体力運動能力調査の結果（平成２８年度）では、スポーツが嫌

いな生徒の割合が１６．４％となっています。スポーツ庁が行った調査との違いなど

から結果について単純な比較は出来ませんが、スポーツが嫌いな子どもの割合が高め

となっていることが分かります。また、この調査での子どものスポーツ関係団体への

加入割合は約７０％であり、この割合が全体での結果にそのまま反映された結果と見

ることができますが、スポーツ関係団体に所属していない子どもの中でも、約３割の

子どもがスポーツを嫌いと回答しています。

併せて性別でこの調査結果を見てみると、スポーツが嫌いと回答した男性の割合は

約２０％、女性の割合は約３５％となっており、女性の割合が高めとなっていること

が分かります。

■スポーツに対する意識

66.7%

30.0%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

スポーツは好き（得意）です

スポーツは嫌い（苦手）です

無回答

スポーツは好き
（得意）です

スポーツは嫌い
（苦手）です

無回答

66.7% 30.0% 3.3%

男性 80.0% 20.0% 0.0%

女性 60.0% 35.0% 5.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0%

一般市民 55.6% 33.3% 11.1%

スポーツ団体 71.4% 28.6% 0.0%

全体

性
別

所
属

(10)子どものスポーツの 
取り組みについて 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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スポーツを嫌いと回答した方を対象に、その理由について調査を行いました。回答

結果で最も高い割合となった項目は「上手くできないから」と「体が疲れてしまう、

つらい」の２つとなり、３番目に高い割合では「本当は嫌いではないが、取り組むチ

ャンスがない」でした。４番目に高い割合となる「スポーツや運動は面倒くさい」と

いう回答はあったものの「スポーツに興味がない」という回答は０％となっています。

３番目に高い割合となった「本当は嫌いではないが、取り組むチャンスがない」と

回答した方にその理由と、「きっかけがあればスポーツに取り組みたいか」を調査し

ました。

理由については「勉強やスポーツ以外の習い事が忙しく時間がない」と「やりたい

スポーツの部活やクラブがない」となりました。また「きっかけがあればスポーツに

取り組みたい」で「取り組んでみたい」と回答した方は５５．６％でした。

この結果を受けて、子どものスポーツへの関わりの中で子どもが「スポーツは楽し

い」という前向きで、また「スポーツをやってみたい」と興味を持つことがでるよう

な取り組みを行うことが重要であることが分かりました。

■スポーツが嫌いな理由

0.0%

33.3%

33.3%

11.1%

22.2%

0.0%

0.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

スポーツに興味が無い

上手くできないから

体が疲れてしまう、つらい

スポーツや運動は面倒くさい

本当は嫌いではないが、取組むチャンスがない

その他

無回答

■スポーツに取組むチャンスが無い理由

50.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

勉強やスポーツ以外の習い事が忙しく時間がない

近くにスポーツができる施設が無い

やりたいスポーツの部活やクラブがない

運動・スポーツ以外のことに取組んでいる

病気やケガをしているのでできない

その他

無回答

■きっかけがあればスポーツに取組みたいと思うか

55.6%

44.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

思う

思わない

無回答

(10) 子どものスポーツの 
取り組みについて 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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スポーツを好きと回答した方に取り組んでいるスポーツと取り組んでいるスポー

ツを団体などに所属して行っているのかについて調査しました。

(10)子どものスポーツの 
取り組みについて 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 



３ 下野市の現状と課題

60

取り組んでいる種目で最も高い割合となったのは「ウォーキング・散歩」の２５％

でした。この回答を性別ごとに見てみると女性のみが回答しており、男性は行ってい

ないとの回答です。また団体などへの所属については、「部活動」が最も多く７５％と

なっており次いで「個人（自分で行っている）」となりました。

「スポーツが好き」と回答した方は、部活動などの活動の他にも個人でスポーツに

取り組んでいることが分かりました。

(10) 子どものスポーツの 
取り組みについて 

スポーツの振興に関するアンケート調査（令和２年度） 
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計画の基本的考え方 

(1)基本理念と基本目標 

平成 28 年度に策定した「下野市スポーツ推進計画」は令和 7年までの 10 カ年計画と

して策定しています。計画の進捗を確認するため、中間年に計画に基づいた取り組みの

検証を行い、後期計画の取り組みについて検討を行います。 

このため、基本理念と基本目標については、引き続き「市民総スポーツ“ひとり１ス

ポーツ”の環境づくり」とし、今後も取り組んでいきます。 

しかし、後期計画の検討を行う上で、国の「第 2期スポーツ基本計画」（平成 29 年度

策定）の内容ついても検討を行い、具体的な取り組みの中で内容に盛り込み、令和 7年

度以降に策定を行う「下野市スポーツ推進計画」第 2期計画に円滑な移行ができるよう

に取り組んでいきます。 

≪基本目標３≫

スポーツ施設の充実

～スポーツに“熱くなる”～

スポーツは、活動を通じてスポーツの達

成感や地域の魅力を知り、この地で暮らす

ことに愛着と誇りを持った、スポーツに“熱

くなる”市民を育み、スポーツを契機とした

活力のある地域社会の形成に寄与すること

から、スポーツ施設の充実を図ります。

≪基本目標２≫ 

スポーツ活動の支援

～スポーツで“つながる”～

スポーツは、ただ単にからだを動かし競

技することだけでなく、家庭や職場とは異

なる人間同士がいっしょにプレーすること

による達成感や連帯感などスポーツによる

“つながる”場を形成します。

≪基本目標１≫ 

スポーツの推進 

スポーツは、こころとからだの両面にわ

たって健全な発育・発達を促すだけではな

く、健康の保持増進に大きく貢献すること

から、未来を担っていく子供をはじめ、すべ

ての市民が生涯にわたってスポーツを“楽

しむ”ことに大きな意義があります。

≪基本理念≫

市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
“
ひ
と
り
１
ス
ポ
ー
ツ
”
の
環
境
づ
く
り

４ 

(1)基本理念と基本目標
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(2)数値目標について 

本計画では、数値目標を設定しています。中間年の計画見直しに伴いアンケート調査

結果から現在の状態を算出しました。今回調査した数値がすでに、令和７年の目標値を

達成した項目が 3つありました。 

当初 

数値目標１ 

成人の週１回以上のスポーツ実施率 

目標値（令和７年度）： 55.0％ 

計画当初値（平成 26 年）：  51.7％※１ ⇒ 令和２年度 76.1％※３ 

新しい目標値

91％ 

【算出方法】７年間で 24.4％の増加のため、１年間では約 3％の

増加傾向にあり目標年までの年数分を加えて算出した 

当初 

数値目標２ 

成人のスポーツ実施状況の満足度 

目標値（令和７年度）： 37.0％

計画当初値（平成 26 年）：  26.3％※１ ⇒ 令和２年度 26.5％※３

当初 

数値目標３ 

市内の運動・スポーツ施設の満足度 

目標値（令和７年度）： 20.0％（当初）

計画当初値（平成 26 年）：  12.4％※１ ⇒ 令和２年度 20.6％※３

新しい目標値

25％

【算出方法】７年間で 8.2％の増加のため、１年間では約 1％の増

加傾向にあり、目標年までの年数分を加えて算出した

当初 

数値目標４ 

市内の運動・スポーツ施設の利用者数 

目標値（令和７年度）：650,000 人

計画当初値（平成 26 年）：621,196 人※２⇒ 令和２年度 833,000 人※2

新しい目標値 

８５万人

【算出方法】大松山運動公園などの大規模な施設整備が終了し、既

存施設の改修は今後長寿命化計画により計画的に行われる。現段階

では大規模な施設改修令和元年度の利用者数から大幅な利用者増

となる要因がなく、現利用者数から 17,000 人の増加を見込んだ

※１ 下野市の運動・スポーツに関するアンケート調査（平成 26 年） 

※２ 下野市スポーツ振興課調べ 

※３ 下野市の運動・スポーツに関するアンケート調査（令和 2年） 

(2)数値目標
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■数値目標について 

数値目標１：成人の週１回以上のスポーツ実施率について 

数値としては 76.1％と、目標値を 21.1％も上回る結果となりました。結果の数値

が高いことについては、アンケート調査の回答者の年齢層が影響していることが考

えられます。今回の調査で回答者数が多かった年齢層が比較的年齢の高い層でした。 

また年齢の高い層での「スポーツ実施率」が高い傾向であったことから、この回答

が高い数値となった一因と考えています。目標については、引き続き週に１回以上

のスポーツ実施率については、新しい目標値を設定し取り組んでいきます。 

数値目標２：成人のスポーツ実施状況の満足度について 

今回の数値 26.5％は当初の数値 26.3％からほぼ同じ数値となりました。 

この数値に関係する「運動・スポーツの実施状況の満足度」の回答でも「満足し

ている」と回答した数値は低い状態です。「もっと行いたい」「不足しているができ

ない」の数値が高く、不満が多くある状態です。特に年代別では 20 歳代から 50 歳

代までの年齢層で高い状態となりました。 

数値目標３：市内の運動・スポーツ施設の満足度について 

「市内の運動・スポーツ施設の満足度」は目標値を達成しています。平成 26 年度

では 12.4％だった数値が今回の調査では、20.6％となりました。施設に関するアン

ケート内容を見てみると「施設の数」や「施設の規模」などで満足度が高い傾向と

なっていますが、付帯設備やスポーツ器具や用具の面では満足度が低い傾向となっ

ていました。 

この「市内の運動・スポーツ施設の満足度」についても、新しい目標値を設定し

取り組んでいきます。 

数値目標４：市内の運動・スポーツ施設の利用者数

施設の利用者数は、令和元年度に大松山運動公園がリニューアルオープンを迎え、

本格的な陸上競技場を持つ運動公園と整備されたことから、陸上競技やサッカーでの

使用頻度が多く利用者数の増加に影響を与えています。なお、令和元年度の数値にあ

る国分寺 B&G 海洋センターの体育館の改修工事などが終了していたことも利用者数
が増えた要因の一つであると考えています。

今後も施設の利用者数については、新しい目標値を設定し取り組んでいきます。

(２)数値目標
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 (3)計画の基本体系 

当初計画の基本目標を実現するため、１２項目の基本方針を設定し事業の取り組みを

行ってきました。 

■基本目標１ スポーツの推進 ～スポーツを“楽しむ”～

・基本方針１：ライフステージに応じたスポーツ教室等の充実 

・基本方針２：子どもと障がいのある方のスポーツ活動の充実 

・基本方針３：地域コミュニティを醸成する市民体育祭等の開催 

・基本方針４：キンボールスポーツ等のニュースポーツの普及促進

■基本目標２ スポーツ活動の支援 ～スポーツで“つながる”～

・基本方針１：体育協会、スポーツ少年団等の拡充・支援 

・基本方針２：総合型地域スポーツクラブの活動支援 

・基本方針３：スポーツ指導者とスポーツボランティアの育成 

・基本方針４：スポーツに関する多様な情報の収集と市民への発信 

■基本目標３ スポーツ施設の充実 ～スポーツに“熱くなる”～

・基本方針１：栃木国体や東京オリンピック・パラリンピック大会キャンプ地 

などトップレベルのスポーツに触れる機会の創出 【変更】

・基本方針２：競技スポーツの支援・推進 

・基本方針３：下野市体育施設等長寿命化計画に基づいたスポーツ施設の計画 

的な改修等と効率的な管理運営 【変更】

・基本方針４：大松山運動公園拡張整備事業の推進  【事業終了に伴い除外】

■各基本方針について 

３つの基本目標を達成するべく、基本方針を基に事業に取り組んでいます。

基本方針については、計画の中間年見直しのため、当初計画と同じ方針ですが、基本目

標３「基本方針１：東京五輪（キャンプ地）、栃木国体等スポーツ大会の誘致推進」と「基

本方針３：スポーツ施設の効率的な管理運営・改修整備」については事業完了や計画策定

に伴い変更しています。また「基本方針４：大松山運動公園拡張整備事業の推進」につい

ては当初の目的を達成し事業が終了していることから、基本方針より除外します。

基本理念 市民総スポーツ“ひとり１スポーツ”の環境づくり

(３)計画の基本体系
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推進計画 

■各基本目標に関連する取り組みについて 

基基本目標１ スポーツの推進 ～スポーツを“楽しむ”～    

基本方針①：ライフステージに応じたスポーツ教室等の充実

スポーツをする人の年齢、体力、目的などの違いや、それぞれのライフステージに対応

した、多様なスポーツ活動の実現に向けた機会の充実を図ります。

また、これまで様々な理由でスポーツに親しむ機会のなかった人がスポーツをする機会

や、健康づくりを実現するために、状況に応じたスポーツ活動を推進します。

【具体的取組①】成人 

成人-1：スポーツ教室の充実 

気軽にスポーツを楽しめるように、初心者向のスポーツ教室を開催します。 

また、運動負荷の少ない、世代を問わず楽しめるニュースポーツ普及のための

きっかけとなるスポーツ教室を開催します。

成人-２：地域・職場におけるスポーツの推進 

地域や職場における健康管理・健康づくりが重要となっています。スポーツを

通じた健康づくりを推進するため、地域や職場におけるスポーツ活動 （クラ

ブ、サークル、同好会、体育祭など）を支援します。 

【具体的取組②】子育て世代 

子育て世代-1：親子で参加できるスポーツ教室等の開催 

子供の体力づくりと、親世代のスポーツへの参加を促進するため、子供と親

が一緒にできる運動教室を開催し、子育て世代のスポーツ機会の充実を図る

とともに、女性の運動や子育てに忙しい女性の交流を促進します。 

また、幼児期における全身運動は、心身の発達にとても重要だといわれてい

ることから、子ども福祉担当部局等と連携し推進を図ります。 

基本目標１ スポーツの推進 
～スポーツを“楽しむ”～

５ 

継 続 

継 続

継 続
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基基本目標１ スポーツの推進 ～スポーツを“楽しむ”～    

【具体的取組③】高齢者 

高齢者-1：出前教室の実施 

気軽に参加していただくために、公民館など身近な集会所や公園に指導者を派

遣し、体操やウォーキングなどの教室を開催します。 

高齢者-２：高齢者向けスポーツ教室・大会等の充実 

運動負荷が少なく無理なく続けられる運動を中心としたスポーツ教室・大会等を開催

し、高齢期の体力向上を図ります。また、軽い体操やウォーキングなどの運動の習慣

化を進めるため、健康づくりや予防介護などの分野と連携し、健康とスポーツの関連

についての講座・調査を実施します。 

基本方針②：子どもと障がい者のスポーツ活動の充実

体育協会や地域のスポーツクラブなどと連携を促進し、少年スポーツ活動の充実を図り

ます。また、障がい者が身近で楽しく安全にスポーツに親しめるように活動機会の充実を

図ります。

【具体的取組①】外部指導者の活用

学校の要請に応じて、ニュースポーツなどの新しい種目に対応した指導や専

門的な指導ができる外部からの指導員を派遣します。地域のスポーツ指導者

と連携し、指導内容の充実を図ります。 

【具体的取組②】学校・地域間の連携

学校でのスポーツ活動をより充実したものにするため、学校間での連携・交

流を促進するとともに、学校と地域のスポーツクラブの連携・交流を促進し、

学校体育では経験できないニュースポーツや、運動遊びなどの活動機会を提

供します。 

これまで、スポーツ推進委員が主に活動していますが、総合型地域スポーツ

クラブとの連携が更に図れるように取り組みます。 

基本目標１ スポーツの推進 
～スポーツを“楽しむ”～

継 続 

継 続 

変 更 

継 続 
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基基本目標１ スポーツの推進 ～スポーツを“楽しむ”～    

【具体的取組③】プロスポーツ選手などによる指導機会の創出

プロスポーツ選手などによる講演会や実技指導の導入を検討します。トップ

アスリートから直接話を聞いたり、実技指導を受けることによって、スポー

ツへの関心を高めます。 

【具体的取組④】障がい者が参加できるスポーツ教室・大会等の充実

障がい者スポーツの推進のため、栃木県障がい者スポーツ協会と連携を図り

ながら、参加しやすいスポーツ教室を開催します。 

これまで、障がい者同士の交流を目的として栃木県障がい者スポーツ協会の

協力を得ながら、交流大会をスポーツ推進委員が中心となり開催してきまし

たが、今後は障がい者と健常者が交流を行う大会の開催を検討していきます。

【具体的取組⑤】障がい者スポーツについての講座を開講 

障がい者スポーツについての普及拡大と、障がい者スポーツを支援する人材

の育成を図るため、障がい者スポーツについての講座や研修会等を開催しま

す。

基本目標１ スポーツの推進 
～スポーツを“楽しむ”～

変 更 

継 続 

継 続 
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基基本目標１ スポーツの推進 ～スポーツを“楽しむ”～    

基本方針③：地域コミュニティを醸成する市民体育祭等の開催

市民のだれもがスポーツできるように、気軽に参加できるスポーツ大会や健康づ

くりなどのスポーツイベントを充実するとともに、地域住民の交流を促進できるス

ポーツイベントを充実し、スポーツを楽しめる環境の充実を図ります。 

また、学校体育施設や地域の既存施設などの身近なスポーツ施設は、市民のスポ

ーツ活動や健康づくり、地域の交流の場として改修整備・適切な維持管理等を行い、

施設の充実を図ります。

【具体的取組①】市民体育大会の開催 

誰でも参加できるスポーツ大会として市民体育祭を開催します。様々な年齢、

異なる地域の方が参加することにより、スポーツを通じた交流を促進します。

【具体的取組②】各種スポーツ大会・イベントの開催 

ウォーキングや運動負荷の少ないニュースポーツなど、各世代にわたり参加

しやすいものから、個々の競技の大会まで、多様なスポーツ大会を開催しま

す。 

また、体力テストや健康体操などの体験会を開催し、市民がスポーツに親し

む機会を提供します。 

これまでの大会等を継続し、新設された施設を利用した新しい大会などを検

討・開催していきます。 

【具体的取組③】学校開放、公民館の利用促進 

スポーツ関連講座や出前講座（体操教室や卓球など室内でできるスポーツの

教室）を開催できる身近なスポーツ施設として、学校体育施設や公民館等の

利用を促進します。 

基本目標１ スポーツの推進 
～スポーツを“楽しむ”～

継 続 

変 更 

継 続 
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基基本目標１ スポーツの推進 ～スポーツを“楽しむ”～    

基本方針④：キンボールスポーツ等のニュースポーツの普及促進

市民のだれもがスポーツできるように、気軽に参加できるスポーツ大会や健康づく

りなどのスポーツイベントを充実するとともに、地域住民の交流を促進できるスポー

ツイベントを充実し、スポーツを楽しめる環境の充実を図ります。 

また、学校体育施設や地域の既存施設などの身近なスポーツ施設は、市民のスポー

ツ活動や健康づくり、地域の交流の場として改修整備・適切な維持管理等を行い、施

設の充実を図ります。

【具体的取組①】キンボールスポーツの普及促進 

子どもから高齢者まで楽しむことができるキンボールスポーツは、市民体育

祭の種目の一つとして実施しています。今後も、誰もが楽しめるよう、キン

ボールスポーツサンデーや出前講座等を開催し普及を促進します。 

2022 年に開催される栃木国体で下野市はデモンストレーション競技として、

キンボールスポーツの大会を計画しています。競技の普及を行う機会として

開催する大会ですので、市内での普及活動と併せて、栃木県内にもキンボー

ルスポーツが普及できるように取り組んでいきます。 

【具体的取組②】ニュースポーツの活動機会の充実 

ウォーキング等の運動負荷の少ないニュースポーツに気軽に参加できるスポ

ーツ教室や大会等を開催し、活動機会の充実を図ります。 

基本目標１ スポーツの推進 
～スポーツを“楽しむ”～

変 更 

継 続 
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基基本目標2 スポーツ活動の支援 ～スポーツで“つながる”～

基本方針①：体育協会、スポーツ少年団等の拡充・支援

市民の身近なスポーツ活動、健康づくりの場となる体育協会やスポーツ少年団な

どに対して、活動内容の充実や継続的な運営の実現のため、各種支援を行います。

【具体的取組①】スポーツ関係団体への支援 

体育協会、スポーツ少年団等に対し、組織の拡充及び継続的な健全運営が図れ

るよう、運営支援を充実します。 

【具体的取組②】自治会・育成会等が開催するスポーツ活動への支援 

各地区の自治会や育成会が主催するスポーツ活動の開催を支援します。 

スポーツを通じ、地域の方との交流やコミュニティの醸成の強化を促進しま

す。 

【具体的取組③】地域間スポーツ交流事業の充実 

次世代を担う子ども達によるスポーツを中心とした地域間スポーツ交流事業

の取り組み内容の充実を図るとともに、取り組み機会の拡大を検討します。 

【具体的取組④】スポーツ関連団体同士の連携・交流促進 

スポーツクラブや関連団体間の交流を促進し、情報交換や連携を図ることに

より、団体の活動を活性化します。 

また、複数団体の共同による新たなスポーツイベントやスポーツ大会などの

開催を検討します。 

基本目標２ スポーツの活動の支援 
～スポーツで“つながる”～

継 続 

継 続 

継 続 

継 続 
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基基本目標2 スポーツ活動の支援 ～スポーツで“つながる”～ 

基本方針②：総合型地域スポーツクラブの活動支援

地域に密着したスポーツ活動の拠点として、生涯スポーツの推進に大きな役割

を担っている総合型地域スポーツクラブの活動を支援します。

【具体的取組①】総合型地域スポーツクラブの活動支援 

地域に密着したスポーツ活動の拠点となる総合型地域スポーツクラブの普及

を推進するとともに、活動の支援を継続します。 

基本方針③：スポーツ指導者とスポーツボランティアクラブの育成

市民に「スポーツを安全に、正しく、楽しく」指導し、「スポーツの本質的な楽

しさ、素晴らしさ」を伝えることができる指導者を育成するとともに、スポーツク

ラブの設立・運営に必要な人材を養成します。

また、スポーツイベントなどを支えるスポーツボランティアの育成や活動機会・

内容の充実を図るため、ボランティアネットワークの構築を図ります。

【具体的取組①】指導者の育成及びスポーツクラブ設立・運営に必要な人材の養成

スポーツ推進委員やスポーツ指導者等の資質及び技術の向上を図るため、研

修会・講演会を開催します。また、新規スポーツクラブの設立や既存スポー

ツクラブの運営に必要な知識を有した人材を育成するための研修会を開催し

ます。 

【具体的取組②】スポーツボランティアの育成・普及等 

スポーツボランティア活動の指導者の育成や活動内容の資質向上のための研

修会を開催します。ボランティアに対する意識の啓発、ボランティア活動へ

のきっかけづくりとして、ボランティアに関する情報を発信するとともに、

スポーツ大会主催者、スポーツ関連団体、市のボランティアバンクと連携し、

ボランティアネットワークの構築と参加機会の拡大を図ります。 

基本目標２ スポーツの活動の支援 
～スポーツで“つながる”～

継 続 

継 続 

継 続 
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基基本目標2 スポーツ活動の支援 ～スポーツで“つながる”～ 

基本方針④：スポーツに関する多様な情報の収集と市民への発信

市民が求めている情報や、興味・関心を持つ情報を収集するとともに、多様な媒体を利用

した多角的な情報の提供・発信を行います。

［具体的取組①］スポーツに対する意識調査の実施 

市民の運動に対する意識、スポーツを行う頻度や施設の満足度など定期的に収

集し、調査結果を踏まえスポーツ機会の充実施策、施設整備（新規整備、改修）

や利用方法の改善など計画的に進めていきます。 

［具体的取組②］施設利用方法の周知・予約システムの充実 

市が保有する施設・備品を市民が広く活用できるよう、市が管理する体育施設

の利用方法や市が保有する用具・器具の利用方法を広く周知します。 

また予約システムについては、利用者が使いやすいシステムへ改善を図りま

す。 

［具体的取組③］広報活動の推進 

各スポーツクラブの活動内容を周知するためのパンフレットやWebでの広報活

動を支援します。 

［具体的取組④］多角的かつきめ細かな情報の収集・発信 

アンケート調査から市民ニーズを把握するとともに、体育協会やスポーツ推進

委員、各競技団体、総合型地域スポーツクラブなどからスポーツに関する情報

収集を行います。 

市の広報やホームページにおけるスポーツに関する情報の充実に加え、新聞・

タウン誌・テレビ・ラジオなどのマスコミ、SNS や口コミ等を活用し情報発信

を行います。また、スポーツ大会やイベント会場において、パンフレット配布

などの広報活動を行います。 

市ではコミュニティラジオが新設され、新しい情報発信ができる環境が整備さ

れました。今後様々なメディアを活用し、情報発信の強化に取り組みます。 

基本目標２ スポーツの活動の支援 
～スポーツで“つながる”～

基本目標２ スポーツの活動の支援 
～スポーツで“つながる”～

基本目標２ スポーツの活動の支援 
～スポーツで“つながる”～

継 続 

継 続 

変 更 

継 続 
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基基本目標３ スポーツ施設の充実 ～スポーツに“熱くなる”～ 

基本方針①：栃木国体や東京オリンピック・パラリンピック大会キャンプ地 

などトップレベルのスポーツに触れる機会の創出

スポーツに対する関心を高めるとともに、スポーツを通した交流、競技力の向上を図るた

め、トップレベルのスポーツにふれる機会を創出します。

［具体的取組①］トップレベルのスポーツ観戦機会の創出 

全国大会やプロによる試合などのスポーツ観戦機会を創出し、レベルの高い競

技を間近で見ることにより、スポーツに関する関心を高めます。 

［具体的取組②］2020 年東京オリンピック・パラリンピック、2022 年国民体育 

大会開催に伴う合宿等の誘致【事業終了】 

［具体的取組②］栃木国体や東京オリンピック・パラリンピック大会キャンプ地

などトップレベルのスポーツに触れる機会の創出 

大松山運動公園陸上競技場は、2020 東京オリンピック・パラリンピック競

技大会でキプロス共和国の事前キャンプ地となることが決定し、スポーツに

対する市民の関心が高まっています。スポーツの振興を図るべく、機運醸成に

つながる取り組みを検討していきます。 

また、2022 年開催の国民体育大会栃木国体では正式競技のサッカー少年男

子とハンドボール全種別の会場となることが決定しています。国内最高峰のス

ポーツ大会に併せて、サッカーやハンドボールのトップ選手などによる教室や

体験イベントを開催し、スポーツ振興に取り組みます。 

［具体的取組③］プロスポーツ選手などによるスポーツ教室や講演会の開催 

全国大会やプロによる試合などのスポーツ観戦機会を創出し、レベルの高い競

技を間近で見ることにより、スポーツに関する関心を高めます。 

［具体的取組④］国際大会や全国大会の誘致及び開催のための支援 

トップレベルの競技を間近で観戦する機会を提供し、スポーツへの関心を高め

るため、積極的に全国大会等の誘致・支援を推進します。 

継 続 

継 続 

継 続 

新 規 

基本目標３ スポーツ施設の充実 
～スポーツに“熱くなる”～



５ 推進計画 

74

基基本目標３ スポーツ施設の充実 ～スポーツに“熱くなる”～ 

基本方針②：競技スポーツの支援・推進

競技スポーツのレベルアップのため、講習会等の開催のほか、全国大会等への出場者に対し

て、支援の充実を図り、競技スポーツを推進します。

［具体的取組①］競技大会出場者への支援 

栃木県代表として関東大会や全国大会等に出場する選手に、激励金の交付を行

います。 

［具体的取組②］ジュニア層（小学生）の育成 

プロスポーツ選手や高度な技術を保有する指導者の講習会等を受ける機会を

提供し、競技力の向上や各競技の普及を図ります。 

［具体的取組③］指導者の育成支援 

指導者のスキルアップのための研修会・講習会を開催し、専門的な知識や高度

な技術の習得機会を提供します。 

［具体的取組④］スポーツ医科学の活用・推進 

競技スポーツ選手をスポーツ医科学面から身体能力の強化、故障の予防や栄養

指導等のサポートするため、スポーツドクター、トレーナーや管理栄養士等と

の連携を図ります。 

基本目標３ スポーツ施設の充実 
～スポーツに“熱くなる”～

継 続 

継 続 

継 続 

継 続 
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基基本目標３ スポーツ施設の充実 ～スポーツに“熱くなる”～ 

基本方針③：下野市体育施設等長寿命化計画に基づいたスポーツ施設の

計画的な改修等と効率的な管理運営

スポーツ施設は 30 年以上が経過した施設が多く、全体的に老朽化が進んでいます。施設の質

や機能の向上が重要な課題となっており、下野市体育施設等長寿命化計画に基づいたスポーツ

施設の計画的な改修等と効率的な管理運営方を行っていきます。改修や施設整備水準の向上で

は必要性を検討し、市民のニーズに対応した施設の改修・整備を行います。また、スポーツ施

設の効率的な管理・運営のため、指定管理者制度の導入など民間活力の導入を検討します。

［具体的取組①］既存施設の改修・拡張 

老朽化が進む既存施設について、バリアフリーを考慮した改修を計画的に実施

します。市民ニーズやニュースポーツに対応した、多様なスポーツ施設の整備

を推進します。 

市内体育施設は 30 年が経過し、老朽化や耐震基準を満たさない施設があった

ため、施設の改修や耐震化を行い、併せてバリアフリー化を行い、全ての施設

でバリアフリー化が完了しています。計画的な施設の改修などを行うため、令

和 2年度に体育施設の長寿命化計画を策定しましたので、今後は計画に基づき

施設の改修などに取り組んでいきます。 

［具体的取組②］施設整備水準の向上 

トップレベルのスポーツ観戦、全国大会などの開催を推進するため、各競技に

対応できるよう整備水準の向上を図ります。 

観客席のある総合体育館については、今回のアンケート調査でも整備を求める

意見が多くありました。引き続き施設の整備について検討を行っていきます。

［具体的取組③］効率的な施設管理・運営（指定管理者制度の導入検討） 

老朽化が進む既存施設について、バリアフリーを考慮した改修を計画的に実施

します。 

市民ニーズやニュースポーツに対応した、多様なスポーツ施設の整備を推進し

ます。 

基本目標３ スポーツ施設の充実 
～スポーツに“熱くなる”～

継 続 

変 更 

変 更 
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基基本目標３ スポーツ施設の充実 ～スポーツに“熱くなる”～ 

基本方針④：大松山運動公園拡張整備事業の推進

市民が集い、多種目のスポーツ・レクリエーション活動の拠点となる総合的な運動

公園として、大松山運動公園の整備を推進します。

［具体的取組①］大松山運動公園拡張整備事業の推進【事業終了】 

大松山運動公園拡張整備事業は平成２５年度に策定した基本計画に基づき、平

成２８年度から本格的な整備工事に着手しました。大松山運動公園に新しく整

備された陸上競技場には、全天候型舗装の４００ｍトラックと天然芝のフィー

ルドが整備され、日本陸上競技連盟から第４種の認定を取得しており、本格的

な陸上競技記録会やサッカー大会が開催できるようになりました。 

また、野球やソフトボール、ゲートボールなどのいろいろなスポーツに、誰

もが気軽に取り組めるように多目的グラウンドが整備されています。 

公園内には、この他にも子ども達が楽しく遊ぶことができる「こもれび広場」

が新設され、多くの子ども達が大型複合遊具で楽しく遊んでいます。またこの

広場には、来園する大人の方にも楽しく運動していただけるよう、健康遊具が

設置されており、子どもから大人まで楽しく広場となっています。 

基本計画で目指したスポーツ・レクリエーションの活動の拠点となる総合的

な運動公園が完成しました。 

大松山運動公園拡張整備事業は終了となったことから、具体的な取り組みも

終了となります。 

基本目標２ スポーツ活動の支援 
～スポーツで“つながる”～

終 了 

基本目標３ スポーツ施設の充実 
～スポーツに“熱くなる”～
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計画の推進にあたって 

(1)計画の推進体制 

本計画の推進体制については、計画当初から行政だけではなく市民・事業者などさま

ざまな主体が力を合せて推進するとしてきました。これまでのスポーツ大会やイベント

などの取り組みを行うことができたのは、体育協会など多くのスポーツ団体の協力をは

じめ、市民・事業者の皆さまのご協力によるものです。 

これまでのご協力に感謝するとともに、今後のスポーツ振興を推進するためにも更な

るご協力をお願いするところです。 

また、計画当初あったスポーツに関連する担当部署による推進委員会の創設について

は検討を行ってきましたが、委員会などの設立には至っておりません。計画推進のため

にも、引き続きスポーツに関連する担当部署の情報交換や連携強化を目指し、推進委員

会（仮称）の創設を検討していきます。 

(2)計画の評価及び次期計画の策定 

当初計画の数値目標については、平成２６年度を基準値、令和７年度を目標値として

設定していましたが、中間年の見直しに伴う令和２年に実施したアンケート調査の結果

から、事業の進行状況の把握・検証などを行い、当初の数値目標を達成した数値があっ

たため、見直しを行っています。 

また、今後の計画策定については本計画の最終年である令和７年に、国や県、市の上

位計画を踏まえた形で再度アンケート調査を実施し、本計画の事業の進行状況や検証な

どを、ＰＤＣＡによる適正な進行管理を行い、新しい計画の策定を行います。 

６ 

(1)計画の推進体制 
(2)計画の評価及び見直し 
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(1)下野市スポーツ推進審議会に関する条例 

平成１８年３月３１日 条例１７４号

（設置） 

第１条 スポーツ基本法（平成23年法律第78号。以下「法」という。）第31条の規定に基づき、下野

市にスポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（任務） 

第２条 審議会は、下野市教育員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じて、スポーツの推進に

関する次に掲げる事項について調査審議し、及びこれらの事項に関して教育委員会に建議する。 

 （１） 法第10条第1項に規定する市スポーツ推進計画に関すること。 

 （２） 法第35条の規定により補助金の交付について意見を述べること。 

（３） スポーツの施設及び設備の整備に関すること。 

 （４） スポーツの指導者の養成及びその資質の向上に関すること。 

 （５） スポーツの事業の実施及び奨励に関すること。 

 （６） スポーツの団体の育成に関すること。 

 （７） スポーツによる事故の防止に関すること。 

 （８） スポーツの技術水準の向上に関すること。 

 （９） 前各号に掲げるもののほか、スポーツの推進に関すること。 

（組織） 

第３条 審議会は、10人以内の委員で組織する。 

２ 特別の事項を調査審議するために必要があるときは、審議会に臨時委員を置くことができる。 

３ 委員及び臨時委員は、非常勤とする。 

（任命） 

第４条 審議会の委員及び臨時職員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が市長の意見を聴いて任命

する。 

 （１） 学識経験のある者 

 （２） 関係行政機関の職員 

（会長等） 

第５条 審議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選によってこれを定める。 

３ 会長は、審議会を代表し、議事その他の会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（任期） 

第６条 審議会の委員の任期は、2年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 審議会の委員は、再任されることができる。 

３ 臨時委員は、特別の事項に関する調査審議を終了した時は退任するものとする。 

（議事） 

第７条 審議会は、委員及び議事に関係のある臨時委員の総数の過半数が出席しなければ、議事を開き、 

(1)下野市スポーツ推進審議会に関する
条例
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議決することができない。 

２ 審議会の議事は、委員及び議事に関係のある臨時委員のうち出席した者の過半数をもって決し、可

否同数のときは、会長の決するところによる。 

（庶務） 

第８条 審議会の庶務は、教育委員会スポーツ振興課において処理する。 

（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営その他に関し必要な事項は、 

 審議会が別に定める。 

  附 則 

 この条例は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年３月２７日条例第１６号） 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に改正前の下野市スポーツ振興審議会条例（以下「改正前の条例」という。）

第４条の規定により任命された下野市スポーツ振興審議会（以下「旧審議会」という。）の委員である

者は、この条例の施行の日に、第４条の規定により、審議会の委員として任命されたものとみなす。こ

の場合において、その任命されたものとみなされる者は、第６条第１項の規定にかかわらず、同日にお

ける旧審議会の委員としての任期の残任期間と同一の期間とする。 

３ この条例の施行の際現に改正前の条例第５条第２項の規定により選任された会長又は副会長である

者は、それぞれ、この条例の施行の日に、第５条第２項の規定により審議会の会長又は副会長として選

任されたものとみなす。 

(1)下野市スポーツ推進審議会に関する
条例
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(2)下野市スポーツ推進審議会 名簿 

任期：平成３１年４月１日～令和３年３月３１日 

No. 役 職 氏  名 所 属 等 

1 会 長 野口 俊明 下野市体育協会会長 

2 委 員 増渕  進 下野市スポーツ推進委員会会長 

3 委 員  大島 敬子 下野市スポーツ推進委員会女性部会代表 

4 委 員  大山  茂 下野市スポーツ少年団本部長 

5 委 員  五月女 洪 下野市社会教育委員長 

6 委 員  竹田 昌彦 
下野市内小学校代表 

（吉田東小学校長） 

7 委 員  倉井 典子 
下野市内中学校代表 

（南河内中学校長） 

8 委 員  下山 欽也 

総合型地域スポーツクラブ代表 

（ＮＰＯ法人夢くらぶ国分寺クラブマネー

ジャー） 

9 委 員  滝澤 芳夫  
下野市自治会長連絡協議会代表 

（石橋支部副支部長） 

(2)下野市スポーツ推進審議会 名簿
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(3)下野市スポーツ推進計画策定経過 

年度 項 目 期 日 主な審議内容 

元 

（31）

第１回推進審議会 平成31年4月25日（木）
スポーツ推進計画の中間年に係る 

計画見直しについて 

第２回推進審議会 令和2年3月5日（木）

スポーツ推進計画中間年見直しに 

関わるアンケート調査について 

・アンケートの調査項目の提示 

（１回目） 

２ 

第１回推進審議会 令和2年7月30日（木）

スポーツ推進計画中間年見直しに 

関わるアンケート調査について 

・アンケートの調査項目の決定 

市民アンケート調査を実施 
令和2年9月28日 

～10月23日 

教育委員会へのアンケート調

査結果に基づく計画案の説明 
令和2年1月14日  

第2回推進審議会 

※緊急事態宣言に伴う文書による

意見聴取

令和3年1月26日 

～2月15日 

アンケート調査結果に基づく推進 

計画［後期計画］（案）について 

パブリックコメントの実施 
令和3年1月26日 

～令和3年2月15日 
（意見の提言数０件） 

教育委員会の承認 令和3年3月17日  

(3)下野市スポーツ推進計画策定経過



≪参考資料≫ 

83 

(4) 下野市のスポーツの振興に関するアンケート調査結果 

（令和3年3月） 

（1）調査の目的 

本市では、総合計画の将来像である『思いやりと交流で創る 新生文化都市』を実現するために

６つの基本目標を定め、その１つである「みんなで学び文化を育むふれあいのまちづくり」を踏ま

えスポーツの振興を進めています。 

今後、生涯にわたるスポーツ活動を通した市民一人ひとりの健康維持や体力づくりと、豊かな地

域社会の実現に向け、既存施設を十分活用しながら、だれもが親しむことができるスポーツ活動を

総合的・効果的に推進するための指針となる下野市スポーツ推進計画を策定するため、市民の意向

把握を目的として「下野市のスポーツの振興に関するアンケート調査」を実施しました。 

（2）アンケートの方法 

①調査対象区域 

下野市全域 

②調査方法 

郵送による配付・回収 

③調査期間 

令和2年9月28日～10月23日 

④調査対象者・抽出方法・配付数・回収数等 

調査対象者 抽出方法 配付数 回収数 回収率 

15歳以上の市民 無作為抽出 1,000 295 29.5％

スポーツ関係団体 

○市スポーツ推進委員会 

○市体育協会 

○市スポーツ少年団 

○体育施設定期利用団体 

500 333 66.6％

合 計 1,500 628 41.9％

１ 調査の概要 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(1) 性別 

(2) 年齢 

(3) 居住地区 

２ 回答者の属性 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(4) 職業 

(5) 家族構成 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(1) 健康・体力の状態について  

問１ あなたは、ご自身の健康状態をどのように感じていますか。（○は１つ） 

健康状態については、「健康である」や「まあ健康である」をあわせると、全体の約９割が健

康であると回答しています。

［詳細結果］

・性別、居住地区別では、「まあ健康である」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代及び２０歳代は「健康である」の割合が最も高く、その他の年代では「ま

あ健康である」の割合が最も高くなっています。 

３ アンケート調査結果 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果



≪参考資料≫ 

87 

問２ あなたは、健康のために心がけていることがありますか。［○は１つ］ 

健康のために心がけていることについては、「運動・スポーツをする」の割合が最も高く約

３２％となっております。

［詳細結果］

・性別では、男性は「運動・スポーツをする」の割合が最も高く、女性では「食生活に気をつけ

る」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代は「睡眠や休養をとる」の割合が最も高く、２０歳代及び３０歳代は「食

生活に気をつける」、４０歳代、５０歳代、６０歳代及び７０歳代では「運動・スポーツをす

る」の割合が最も高くなっています。 

・居住地区別では、南河内地区は「食生活に気をつける」の割合が最も高く、石橋地区及び国分

寺地区は「運動・スポーツをする」の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問３ あなたは、ご自身の体力についてどのように感じていますか。［○は１つ］ 

体力については、「自信がある」と「まあまあ自信がある」をあわせると、全体の約６割が自信が

あると回答しています。

［詳細結果］

・性別、居住区別では、「まあまあ自信がある」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、２０歳代及び３０歳代は「やや不安がある」の割合が最も高く、その他の年代で

は「まあまあ自信がある」の割合が最も高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問４ あなたは、ご自身の運動・スポーツの状況をどのように感じていますか。［○は１つ］ 

運動・スポーツの状況については、「もっと行いたい」と「不足しているができない」をあわ

せると約６２％であり、現状への不満や将来への期待の割合が高くなっています。 

［詳細結果］

・性別では、男性は「もっと行いたい」の割合が最も高く、女性では「不足しているができない」

となっています。 

・年齢別では、１０歳代、３０歳代、５０歳代及び６０歳代は「もっと行いたい」の割合が最も

高く、２０歳代及び４０歳代では「不足しているができない」、７０歳代では「満足している」

となっています。 

・地区別では、南河内地区は「もっと行いたい」の割合が最も高く、石橋地区は「不足している

ができない」、国分寺地区では「もっと行いたい」「不足しているができない」となっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(2) スポーツの実施状況について  

問５-① あなたがこの１年間に行った運動・スポーツは何ですか。［○はいくつでも］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

1年間に行った主な運動・スポーツの種目は「ウォーキング・散歩」の割合が最も高く約５５％

であり、次いで「筋力トレーニング」が約２３％、「体操・ラジオ体操」が約２０％と続いてい

ます。 

［詳細結果］

・性別と居住地区別では、すべて「ウォーキング・散歩」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代は「マラソン・ジョギング」の割合が最も高く、それ以外の年代では「ウ

ォーキング・散歩」となっています。 



≪参考資料≫ 

91 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問５-② あなたが続けたい、また新たに行いたい運動・スポーツは何ですか。［○はいくつでも］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する

アンケート調査結果

続けたい、また新たに行いたい運動・スポーツの種目は「ウォーキング・散歩」の割合が最も

高く約４２％であり、次いで「筋力トレーニング」が約２４％、「マラソン・ジョギング」が約

１７％と続いています。 

［詳細結果］

・性別と居住地区別では、すべて「ウォーキング・散歩」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代は「筋力トレーニング」「ダンス・舞踊」の割合が最も高く、それ以外

の年代では「ウォーキング・散歩」となっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問５-③ あなたが運動・スポーツをやらない理由は何ですか。［○は３つまで］ 

運動・スポーツを行っていない理由としては「勉強・仕事のため時間がない」の割合が最も高

く約３１％となっています。次いで「苦手である・興味がない」が約２２％、「ケガ・病気のた

め」が約２０％となっています。

［詳細結果］ 

・性別では、男性は「勉強・仕事のため時間がない」の割合が最も高く、女性では「苦手である・

興味がない」となっています。 

・年齢別では、２０歳代は「苦手である・興味が無い」「疲れる・年齢的にムリである」、３０歳

代は「家事・育児のため時間がない」、７０歳代は「ケガ・病気などのため」の割合が高く、

その他の年代は「勉強・仕事のため時間がない」となっています。 

・地区別では、すべての地区で「勉強・仕事のため時間がない」の割合が最も高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問５-④ 問５-③で「苦手である・興味が無い」と「運動・スポーツ以外の趣味・活動をしているた

め」と回答した皆さんにお聞きします。あなたが運動・スポーツに興味を持てる「キーワード」

は何ですか。［○は３つまで］ 

運動・スポーツに興味を持てる「キーワード」は「運動・スポーツと「健康」」の割合が最も

高く約３８％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性、女性ともに「運動・スポーツと「健康」」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代から３０歳代までは「運動・スポーツと「ファッション」」の割合が最

も高く、４０歳代以上では「運動・スポーツと「健康」」の割合が最も高くなっています。 

・地区別では、南河内地区と国分寺地区では「運動・スポーツと「健康」」の割合が最も高くな

っており、石橋地区では「運動・スポーツと「ファッション」」の割合が最も高くなっていま

す。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問５-⑤ 問５-④であなたが選んだ「キーワード」から連想する具体的な運動・スポーツは何ですか。

３つまでお書きください。   

選んだ「キーワード」から連想する具体的な運動・スポーツは「ウォーキング・散歩」の回答

数が最も多く５件となっています。次いで「ハイキング」が３件、「水泳」が２件、「バスケット

ボール」が２件となっています。

［詳細結果］

・キーワードの「健康」から連想するスポーツは、ウォーキングや筋力トレーニング、ストレッ

チとの回答となっています。

・キーワードの「観光」から連想するスポーツは、散歩とハイキングとの回答となっています。

・キーワードの「ファッション」から連想するスポーツは、ホットヨガとバスケットボールとの

回答となっています。

・キーワードの「エンタメ」から連想するスポーツは、ｅスポーツとの回答となっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問５-⑥ 問５-③で「勉強・仕事のため時間がない」「家事・育児のため時間がない」「家族の世話（高

齢者・障がい者等）のため時間がない」と回答した方にお聞きします。仮に「時間」が出来た場

合は運動・スポーツに取組むことができますか。［○は１つまで］

仮に「時間」が出来た場合、運動・スポーツに取組むことができるかについては、「取組むこ

とができる」の割合が最も高く約６５％となっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

［詳細結果］

・年齢別の１０歳代と２０歳代を除いたすべてで「取組むことができる」の割合が最も高くなっ

ており、年齢別の１０歳代は「取組むことはできない」の割合が最も高くなっています。また、

２０歳代は「取組むことができる」と「取組むことはできない」の割合が同数となっています。 
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問５-⑦ 問５-⑥で「取組むことができる」と回答した方にお聞きします。取組みたい運動・スポー

ツは何ですか。３つお書きください。

［詳細結果］

・性別では、複数回答があった種目のうち、「ウォーキング」は男性、女性とも複数の回答があ

りましたが、「ハイキング」「サッカー」「ジョギング」「フットサル」は男性のみ、「体操」「テ

ニス」「エアロビ」「バレーボール」「ヨガ」は女性のみの回答となり性別で差がある結果とな

りました。 

・年齢別では、２０歳代及び７０歳代を除くすべての年代で「ウォーキング」の回答があり、幅

広い年代から支持されている結果となりました。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

仮に「時間」が出来た場合に取組みたい運動・スポーツは「ウォーキング」の回答数が最も多

く８件となっています。次いで「筋力トレーニング」が６件、「サイクリング」が５件となって

います。
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問６ あなたはどのくらいの割合で運動・スポーツをしていますか。［○は１つ］

［詳細結果］

・性別では、男性が「週に１～２回程度」の割合が最も高く、女性は「週に３～５回程度」の割

合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代が「ほぼ毎日」、７０歳代は「週に３～５回程度」、それ以外の年代では

「週に１～２回程度」の割合が最も高くなっています。 

・居住地区別では、すべての地区で「週に１～２回程度」の割合が最も高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

運動・スポーツの実施頻度については、「週に１～２回程度」の割合が最も高く約３２％とな

っています。
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問７ あなたが運動・スポーツを行う時の一回あたりの平均活動時間はどれくらいですか。［○は１つ］ 

［詳細結果］

・性別では、男性、女性ともに「１時間～２時間程度」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代は「３０分～１時間程度」の割合が最も高く、それ以外の年代では「１

時間～２時間程度」の割合が最も高くなっています。 

・居住地区別では、すべての地区で「１時間～２時間程度」の割合が最も高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

運動・スポーツを行う時の一回あたりの平均活動時間は「１時間～２時間程度」の割合が最も

高く約４２％となっています。
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問８ あなたが運動・スポーツを行う時の費用（施設使用料・会費・参加料など）はどれくらいです

か。１ヶ月間にかかるおおよその金額を記入してください。 

［詳細結果］

・性別では、男女ともに「０円」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、６０歳代と７０歳代は「１円以上１，０００円以下」の割合が最も高く、それ以

外の年代では「０円」の割合が最も高くなっています。 

・居住地区別では、すべての地区で「０円」の割合が最も高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

運動・スポーツを行う時の１ヵ月あたりの費用は「０円」の割合が最も高く約２７％となって

います。次いで「１円以上１，０００円以下」が約２０％、「２，５０１円以上５，０００円以

下」が約１５％となっています。また、１ヵ月あたりの平均費用は約４，４００円となっていま

す。
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問９-① あなたが運動・スポーツに取組む理由・目的は何ですか。［○は３つまで］ 

［詳細結果］

・性別と居住地区別では、すべて「健康・体力づくり」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代は「部活・クラブ活動」、３０歳代は「運動不足解消」、それ以外の年代

では「健康・体力づくり」の割合が最も高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

運動・スポーツに取組む理由・目的は「健康・体力づくり」の割合が最も高く約７１％となっ

ています。次いで「運動不足解消」が約４６％、「趣味・レクリエーション」が約３５％となっ

ています。
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問９-② あなたが運動・スポーツに取組むときに「魅力」や「意欲」を感じるものは何ですか。 

３つお書きください。 

運動・スポーツに取組むときに「魅力」や「意欲」を感じるものは「達成感や爽快感」の割合

が最も高く約５３％となっています。次いで「健康や美容の維持」が約５２％、「仲間との交流

やコミュニケーション」が約４０％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「達成感や爽快感」の割合が最も高く、女性は「健康や美容の維持」の割合が

最も高くなっています。 

・年齢別では、２０歳代、５０歳代及び７０歳代は「健康や美容の維持」の割合が最も高く、その

他の年代は「達成感や爽快感」の割合が最も高くなっています。 

・居住地区別では、南河内地区及び石橋地区は「達成感や爽快感」の割合が最も高く、国分寺地区

は「健康や美容の維持」の割合が最も高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問10 あなたが運動・スポーツを主に行う場所はどこですか。［○は３つまで］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

運動・スポーツを主に行う場所は「市内の公共の運動・スポーツ関連施設」の割合が最も高く

約５８％となっています。次いで、「自宅・職場（庭など）」が約２８％、「公園・広場（運動・

スポーツ関連施設以外）」が約２５％となっています。

［詳細結果］

・性別と居住地区別では、すべて「市内の公共の運動・スポーツ関連施設」の割合が最も高くな

っています。 

・年齢別では、２０歳代と３０歳代は「自宅・職場（庭など）」、それ以外の年代では「市内の公

共の運動・スポーツ関連施設」の割合が最も高くなっています。 
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問11 あなたが市内の公共の運動・スポーツ関連施設を使用しない主な理由は何ですか。 

［○は２つまで］ 

市内の公共の運動・スポーツ関連施設を使用しない主な理由は「その他」の割合が最も高く約

３７％となっています。次いで、「市内には希望する施設がない」が約１４％、「自宅から遠い」

が約１４％となっています。また、「その他」を回答した方のうち、「施設を必要としないため」

の回答の割合が最も高く約３２％となっています。

［詳細結果］

・年齢別の７０歳代を除いたすべてで「その他」の割合が最も高くなっています。年齢別の７０

歳代では「市内には希望する施設がない」の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(3) 市内の運動・スポーツの施設について  

問 12 この 1 年間で利用したことがある市内の運動・スポーツ関連の施設はどれですか。［○はいく

つでも］（学校については、校庭・体育館・プールを運動・スポーツのために利用した場合） 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

この１年間で利用したことがある市内の運動・スポーツの関連の施設は「施設は使ったことが

ない」の割合が最も高く約１９％となっています。次いで、「大松山運動公園多目的グラウンド」

が約１６％、「南河内体育センター」が約１２％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「大松山運動公園多目的グラウンド」の割合が最も高く、女性は「施設を使

ったことがない」の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代及び７０歳代は「大松山運動公園多目的グラウンド」の割合が最も高く、

４０歳代は「別所山公園グラウンド」「大松山運動公園多目的グラウンド」の割合が最も高く

なっています。他の年代では「施設は使ったことがない」の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、南河内地区と国分寺地区は「施設は使ったことがない」の割合が最も高く、

石橋地区は「大松山運動公園多目的グラウンド」の割合が最も高くなっています。
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(4)下野市のスポーツの振興に関する

アンケート調査結果
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問13 下野市における、現在の運動・スポーツ施設の利便性に対する満足度を教えてください。 

回答欄に項目ごとの該当する番号を下記より選んでご記入ください。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

現在の運動・スポーツ施設の利便性に対する満足度は「施設の数」、「施設の規模」、「利用時間」、

「利用料金」、「利用手続・料金支払方法」、「付帯施設（駐車場等）」、「安全性（耐震性・老朽化

対策等）」、「利用しやすさ（子ども・高齢者・障がい者への配慮等）」や「職員・スタッフの対応」

では満足の割合（満足とやや満足を合わせた割合）の方が高くなっています。対して「施設の用

具・器具」と「付帯設備（空調・ロッカールーム・シャワー等）」では不満の割合（不満とやや

不満を合わせた割合）のほうが高くなっています。
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【施設の数】 

【施設の規模】 

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも満足の割合の方が高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別の５０歳代と６０歳代を除いたすべてで満足の割合の方が高くなっています。
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【施設の用具・器具】 

【利用時間】 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別の１０歳代と７０歳代を除いたすべてで不満の割合の方が高くなっています。 

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも満足の割合の方が高くなっています。 
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【利用料金】 

【利用手続・料金支払方法】 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも満足の割合の方が高くなっています。 

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・性別では、男性は満足の割合の方が高くなっており、女性は満足と不満の割合が同数になって

います。 

・年齢別では、１０歳代、２０歳代及び７０歳代を除いた年代で不満の割合の方が高くなってい

ます。 

・居住区別では、石橋地区を除いた地区で満足の割合の方が高くなっています。 
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【付帯施設（駐車場等）】 

【付帯設備（空調・ロッカールーム・シャワー等）】 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも満足の割合の方が高くなっています。 

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別の１０歳代を除いたすべてで不満の割合の方が高くなっています。 
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【安全性（耐震性・老朽化対策等）】 

【利用しやすさ（子ども・高齢者・障がい者への配慮等）】 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・性別では、男女ともに満足の割合の方が高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代、２０歳代及び７０歳代では満足の割合の方が高くなっており、５０歳

代及び６０歳代では不満の方が高くなっています。３０歳代及び４０歳代では満足と不満の割

合が同数となっています。 

・居住区別では、南河内地区を除いた地区で満足の割合の方が高くなっています。 

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別の５０歳代、居住地区別の南河内地区を除いたすべてで満足の割合の方が高くなってい

ます。 
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【職員・スタッフの対応】 

【その他】 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「普通」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも満足の割合の方が高くなっています。 

［詳細結果］

・施設の用具・器具や空調・ロッカールームなどの付帯設備に不満があると回答した方の割合が

高くなっています。 
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問14 下野市における運動・スポーツ施設で、今後、充実させてほしいものは何ですか。 

［○は３つまで］ 

今後、充実させてほしい運動・スポーツ施設は「ジョギング・散策コース」の割合が最も高く

約３８％となっています。次いで「トレーニング施設」が約３５％、「専用の競技場」が約３０％

となっています。

専用の競技場と回答した方の具体的な施設名では、「総合体育館」が最も多く、次いで「ゴル

フ場」、「グラウンドゴルフ場」、「サッカー場」、「テニスコート」、「野球場」と続いています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「専用競技場」の割合が高く、女性では「ジョギング・散策コース」の割合が

高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代と２０歳代は「トレーニング施設」、４０歳代、６０歳代及び７０歳代は

「ジョギング・散策コース」、３０歳代及び５０歳代は「トレーニング施設」「ジョギング・散策

コース」の割合が高くなっています。 

・居住地区別では、すべての地区で「ジョギング・散策コース」の割合が高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問15 下野市における運動・スポーツ施設で、設備などの改修が必要と思われる主な施設を「問12」

の施設の中から３つ選び、具体的な内容を記入してください。［○は３つまで］ 

運動・スポーツ施設で、設備などの改修が必要と思われる主な施設は「石橋体育センター」の

割合が最も高く約１８％となっています。次いで「南河内体育センター」が約１５％、「南河内

テニスコート」が約１０％、「別所山公園グラウンド」が約９％、「大松山運動公園多目的グラウ

ンド」「石橋地区の小・中学校」が約８％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「石橋体育センター」の割合が最も高く、女性では「石橋体育センター」「南

河内体育センター」の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代は「南河内テニスコート」の割合が最も高く、２０歳代、４０歳代及び

６０歳代は「石橋体育センター」、３０歳代では「南河内東体育館」「南河内体育センター」「国

分寺海洋センター（体育館）」、５０歳代では「石橋地区の小・中学校」、７０歳代では「大松

山運動公園多目的グラウンド」の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、南河内地区は「南河内体育センター」の割合が最も高く、石橋地区では「石

橋体育センター」、国分寺地区では「国分寺運動公園テニスコート」の割合が最も高くなって

います。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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【改修要望の高い施設における主な改修内容】

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

施設名 総回答数 １位 ２位 ３位

石橋体育センター 40
トイレ
25.0％

空調設備
17.5％

照明
7.5％

南河内体育センター 33
空調設備
24.2％

老朽化
21.2％

駐車場
18.2％

南河内テニスコート 22
コート修繕
63.4％

コート拡張
13.6％

駐車場、トイレ
4.5％

別所山公園グランド 20
トイレ
30.0％

大松山運動公園多目的グランド 19
グラウンド
68.4％

石橋地区小中学校 19
空調設備
21.1％

芝生管理、グラウンド
40.0％

駐車場、トイレ
5.3％

照明、グラウンド
36.8％
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問16 市の体育施設やナイター設備は旧町で整備されたものが多く、老朽化による改修費用の増大が

見込まれます。今後の維持管理の方策について、以下の設問の手法ごとに選択肢から当てはまる

もの一つを選んで○を記入してください。 

市の体育施設やナイター設備の今後の維持管理の方策は、「広域化」、「民営活用」、「長寿命化」、

「統廃合」、「多機能化」や「受益者負担」では実施すべきの割合（実施すべきとどちらかといえ

ば実施すべきを合わせた割合）の方が高くなっています。対して「施設サービス見直し」、「歳出

配分の見直し」や「負債の増加」では実施すべきでない（実施すべきでないとどちらかといえば

実施すべきでないを合わせた割合）の方が高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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体育施設の運営方法の見直しにより維持管理費等の削減を図る方法について

【近隣市町との共同で施設の建設・維持管理・運営を行う（広域化）】 

【建替えや運営等に民間の資金やノウハウを積極的に活用する（民間活用）】 

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「どちらかといえば実施すべき」の割合が最も高くなっていま

す。 

・性別、年齢別、居住地区別とも実施すべきの割合の方が高くなっています。 

［詳細結果］

・性別、年齢別では「どちらかといえば実施すべき」の割合が最も高くなっています。 

・居住地区別では、石橋地区は「実施すべき」の割合が最も高くなっており、それ以外の地区は

「どちらかといえば実施すべき」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも実施すべきの割合の方が高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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体育施設の総量抑制により維持管理費等の削減を図る方法について

【なるべく建て替えを行わず、既存施設に適切な修繕等を行うことにより長持ちさせる（長寿命化）】 

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別とも「どちらかといえば実施すべき」の割合が最も高くなっていま

す。 

・性別、年齢別、居住地区別とも実施すべきの割合の方が高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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【利用率の低い体育施設や機能が類似・重複する体育施設を統合・廃止して、体育施設の全体量を 

減らす（統廃合）】 

［詳細結果］

・性別では、男性は「実施すべき」の割合が最も高く、女性は「どちらかといえば実施すべき」

の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代及び６０歳代は「どちらかといえば実施すべき」の割合が最も高く、 

２０歳代、４０歳代及び５０歳代は「どちらかといえば実施すべきでない」、３０歳代及び 

７０歳代は「実施すべき」の割合が最も高くなっています。 

・居住地区別では、国分寺地区は「どちらかといえば実施すべき」の割合が最も高く、それ以外

の地区は「実施すべき」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも実施すべきの割合の方が高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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【建替えや改修時に、時代のニーズに合わせて機能や用途を変更する（多機能化）】 

［詳細結果］

・性別では、男性は「実施すべき」の割合が最も高く、女性は「どちらかといえば実施すべき」

の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代及び６０歳代は「どちらかといえば実施すべき」の割合が最も高く、 

２０歳代、４０歳代及び５０歳代は「どちらかといえば実施すべきでない」、３０歳代及び 

７０歳代は「実施すべき」の割合が最も高くなっています。 

・居住地区別では、国分寺地区は「どちらかといえば実施すべき」の割合が最も高く、それ以外

の地区は「実施すべき」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも実施すべきの割合の方が高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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体育施設の維持管理のための財源の確保の方法について

【体育施設の利用料金や減免措置を見直すなど、利用者に負担を求める（受益者負担）】 

【体育施設で提供しているサービス水準の引き下げを行い、維持管理費を削減する 

（施設サービス見直し）】 

［詳細結果］

・年齢別の１０歳代は「どちらかといえば実施すべきでない」の割合が最も高く、それ以外は「ど

ちらかといえば実施すべき」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別の１０歳代を除いたすべてで実施すべきの割合の方が高くなっています。 

［詳細結果］

・年齢別の４０歳代は「どちらかといえば実施すべき」の割合が最も高く、それ以外は「どちら

かといえば実施すべきでない」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも実施すべきでないの割合の方が高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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【他の行政サービスより優先して、体育施設の維持管理にお金を充てる（歳出配分の見直し）】 

【施設の建替えや大規模改修の不足分について、借入金等で対応する（負債の増加）】 

［詳細結果］

・年齢別の１０歳代及び５０歳代は「どちらかといえば実施すべき」の割合が最も高く、それ以

外は「どちらかといえば実施すべきでない」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも実施すべきでないの割合の方が高くなっています。 

［詳細結果］

・年齢別の３０歳代は「実施すべきでない」の割合が最も高く、それ以外は「どちらかといえば

実施すべきでない」の割合が最も高くなっています。 

・性別、年齢別、居住地区別とも実施すべきでないの割合の方が高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(4) スポーツ観戦について

問17 試合や競技大会、練習などのスポーツ観戦をどのくらいしていますか。（テレビ・インターネッ

ト等の観戦を含む）［○は１つ］ 

試合や競技大会、練習などのスポーツ観戦は「週に１～２日」の割合が最も高く約２３％とな

っています。次いで「週に３～５日」が約１７％、「月に１～３日」が約１６％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「週に１～２日」の割合が最も高く、女性では「行っていない」の割合が最

も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代は「３～６か月に１日程度」の割合が最も高くなっており、２０歳代及

び３０歳代では「行っていない」、４０歳代、５０歳代及び６０歳代では「週に１～２日」、 

７０歳代では「週に３～５日」の割合が最も高くなっています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問18-① 今後、市内で実際に観戦したいスポーツはありますか。［○は３つまで］ 

今後、市内で実際に観戦したいスポーツは「プロスポーツの試合」の割合が最も高く約３８％

となっています。次いで「特にない」が約３７％、「国体などの国内大会」が約１７％となって

います。

［詳細結果］

・性別では、男性は「プロスポーツの試合」の割合が最も高く、女性では「特にない」の割合が

最も高くなっています。

・年齢別では、２０歳代及び７０歳代を除いたすべての年代で「プロスポーツの試合」の割合が

最も高くなっており、２０歳代及び７０歳代では「特にない」の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、南河内地区と石橋地区では「プロスポーツの試合」の割合が最も高くなって

おり、国分寺地区では「特にない」の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問 18-② 来年２０２１年に日本でオリンピックが開催される予定です。テレビやインターネットな

どでの観戦や競技場などの会場での観戦をする予定はありますか。［○は１つ］ 

来年２０２１年に日本で開催される予定のオリンピックをテレビやインターネットなどでの

観戦や競技場などの会場での観戦をする予定は、「テレビで観戦する予定である」の割合が最も

高く約８１％となっています。 

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別すべてで「テレビで観戦する予定である」の割合が最も高くなって

います。また、観戦する予定の割合（「テレビで観戦する予定である」と「会場で観戦する予

定である」を合わせた割合）は性別、年齢別、居住地区別すべてで７０％以上と高い割合を占

めています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問 18-③ ２０２２年に下野市では第７７回国民体育大会いちご一会とちぎ大会が開催されます。正

式競技では、「サッカー少年男子」「ハンドボール全種別」が下野市で行われますが、競技場

や体育館で実際に観戦したいと思いますか。［○は１つ］ 

２０２２年に開催される第７７回国民体育大会いちご一会とちぎ大会を競技場や体育館で実

際に観戦したいかは、「会場では観戦したくないがテレビやインターネットなどの中継があれば

観戦したい」の割合が最も高く約３４％となっています。 

［詳細結果］

・性別では、男性は「会場で観戦したい」の割合が最も高く、女性は「会場では観戦したくない

がテレビやインターネットなどの中継があれば観戦したい」の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代、２０歳代及び３０歳代は「観戦したくない」の割合が最も高く、４０

歳代及び７０歳代は「会場では観戦したくないがテレビやインターネットなどの中継があれば

観戦したい」、５０歳代は「会場で観戦したい」「会場では観戦したくないがテレビやインター

ネットなどの中継があれば観戦したい」、６０歳代は「会場で観戦したい」の割合が最も高く

なっています。

・居住地区別では、南河内地区及び国分寺地区は「会場では観戦したくないがテレビやインター

ネットなどの中継があれば観戦したい」の割合が最も高く、石橋地区は「会場で観戦したい」

の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問 18-④ あなたがスポーツ観戦を行う時の費用はどれくらいですか。１年間にかかるおおよその金

額を記入してください。 

スポーツ観戦を行う時の１年あたりの費用は「０円」の割合が最も高く約４０％となって 

います。次いで「５，００１円以上１０，０００円以下」が約１５％、「２，５０１円以上 

５，０００円以下」が約１０％となっています。また、１ヵ月あたりの平均費用は約 

１０，０００円となっています。 

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別すべてで「０円」の割合が最も高くなっています。特に年齢別の

２０歳代では約６７％と高い割合を占めています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(5) スポーツボランティア活動について  

問19 あなたは、この１年間にスポーツに関するボランティア活動を行いましたか。［○は１つ］ 

この１年間にスポーツに関するボランティア活動を行ったかは、「行っていない」の割合が最

も高く約６６％となっています。

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別すべてで「行っていない」の割合が最も高くなっています。特に年

齢別の２０歳代では約９４％と高い割合を占めています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問20-① 問19で「行っていない」以外を回答された方にお聞きします。どのような内容のボランテ

ィア活動でしたか。［○は３つまで］

ボランティア活動の内容は「大会・イベントの運営スタッフ」の割合が最も高く約５１％とな

っており、次いで「審判や審判の手伝い」が約３７％、「スポーツの指導」が約３５％となって

います。 

［詳細結果］

・性別、居住地区別では、すべてで「大会・イベントの運営スタッフ」の割合が最も高くなって

います。

・年齢別では、１０歳代は「審判や審判の手伝い」の割合が最も高く、３０歳代及び４０歳代は

「スポーツの指導」、２０歳代、５０歳代、６０歳代及び７０歳代は「大会・イベントの運営

スタッフ」の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問20-② 問19で「自主的に行った」と回答された方にお聞きします。ボランティア活動の情報は何

でお知りになりましたか。［○は３つまで］ 

ボランティア活動を知った情報源は「市など自治体の広報誌」と「その他」の割合が最も高く

約２６％となっています。また、「その他」を回答した方のうち、「知人などからの紹介」の回答

の割合が最も高く約４０％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「市など自治体の広報誌」の割合が最も高くなっており、女性は「その他」

の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代及び６０歳代は「その他」の割合が最も高くなっており、２０歳代は「大

会などのチラシ、配布物」「その他」、３０歳代は「大会などのホームページ」、４０歳代は「市

など自治体のホームページ」、５０歳代は「市など自治体の広報誌」、７０歳代は「大会などの

チラシ、配布物」「市など自治体の広報誌」「その他」の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、すべての地区で「市など自治体の広報誌」「その他」の割合が最も高くなっ

ています。また、南河内地区は「大会などのホームページ」、国分寺地区は「大会などのチラ

シ、配布物」の割合も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問21-① スポーツボランティア活動に興味はありますか。［○は１つ］

スポーツボランティア活動に興味があるかについては「興味がない」の割合が最も高く約 

４５％となっています。 

［詳細結果］

・性別の男性を除いたすべてで「興味がない」の割合が最も高くなっています。性別の男性では

「少し興味がある」の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問21-② 問21－①で「興味がある」「少し興味がある」と回答した皆さんにお聞きします。スポーツ

ボランティア活動に参加出来なかった理由を回答ください。［○は２つ］ 

スポーツボランティア活動に参加できなかった理由は「ボランティアの情報が無かった」の割

合が最も高く約４７％となっています。次いで、「情報はあったが参加する時間が無かった」が

約２８％、「活動内容が分からなかった」が約２２％となっています。

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別すべてで「ボランティアの情報が無かった」の割合が最も高くなっ

ています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問21-③ 今後スポーツボランティア活動に参加したいと思いますか。［○は１つ］ 

今後スポーツボランティア活動に参加したいと思うかについては、「あまり参加したくない」

の割合が最も高く約４２％となっています。 

［詳細結果］

・性別では、男性は「参加を検討したい」の割合が最も高く、女性は「あまり参加したくない」

の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代及び６０歳代は「参加を検討したい」の割合が最も高く、２０歳代、

３０歳代及び４０歳代では「あまり参加したくない」の割合が最も高くなっています。また、

５０歳代は「参加を検討したい」と「あまり参加したくない」の割合が同数で最も高くなって

います。

・居住地区別では、南河内地区及び国分寺地区では「あまり参加したくない」の割合が最も高く、

石橋地区は「参加を検討したい」の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(6) 団体等への加入ついて  

問22 あなたは、どんな運動サークルやスポーツクラブに加入していますか。［○はいくつでも］ 

運動サークルやスポーツクラブに加入しているかについては、「加入していない」の割合が最

も高く約４３％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「地域や仲間のチーム・団体・教室等に加入している」の割合が最も高く、

女性は「加入していない」の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代は「学校で運動部に加入している」の割合が最も高く、６０歳代及び

７０歳代は「地域や仲間のチーム・団体・教室等に加入している」、その他の年代は「加入し

ていない」の割合が最も高くなっています。特に２０歳代では「加入していない」が約７０％

と高い割合を占めています。

・居住地区別では、南河内地区及び国分寺地区は「加入していない」の割合が最も高く、石橋地

区は「地域や仲間のチーム・団体・教室等に加入している」の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果



≪参考資料≫ 

140 

問23 問22で「地域や仲間のチーム・団体・教室等に加入している」と回答した方にお聞きします。

あなたは、下野市の「総合型地域スポーツクラブ」に加入していますか。［○は１つ］ 

   【市内 総合型地域スポーツクラブ】 

・グリムの里スポーツクラブ ・元気ワイワイ南河内 ・夢くらぶ国分寺 

下野市の「総合型地域スポーツクラブ」に加入しているかについては、「加入していない」の

割合が最も高く約６３％となっています。 

［詳細結果］

・年齢別の７０歳代を除いたすべてで「加入していない」の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問 24 問 22 で「加入していない」と回答した方にお聞きします。あなたが運動サークルやスポーツ

クラブなどの団体に加入していない理由は何ですか。［○は１つ］ 

運動サークルやスポーツクラブの団体に加入していない理由は、「知っているが興味がない」

の割合が最も高く約３９％となっています。次いで「その他」が約２５％、「知らなかった」が

約１９％となっています。

［詳細結果］

・年齢別の１０歳代及び３０歳代を除いたすべてで「知っているが興味がない」の割合が最も高

くなっています。年齢別の１０歳代及び３０歳代では「その他」の割合が最も高くなっていま

す。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問25 あなたは、今後、どのような活動を行っているスポーツクラブ・団体・教室に入りたいですか。

［○は１つ］ 

今後、どのような活動を行っているスポーツクラブ・団体・教室に入りたいかについては、「特

に加入したいとは思わない」の割合が最も高く約２６％となっています。次いで、「健康づくり

や病気予防につながる運動・スポーツができるもの」が約２５％、「生涯スポーツを中心に活動

しているもの」が約１８％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男女ともに「特に加入したいとは思わない」の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代～４０歳代は「特に加入したいとは思わない」の割合が最も高くなって

おり、５０歳代～７０歳代は「健康づくりや病気予防につながる運動・スポーツができるもの」

の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、南河内地区は「特に加入したいとは思わない」の割合が最も高くなっており、

石橋地区及び国分寺地区は「健康づくりや病気予防につながる運動・スポーツができるもの」

の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(7) スポーツイベントについて  

問26 あなたは、この１年間に市、体育協会、スポーツ少年団及び総合型地域スポーツクラブが主催

するスポーツイベントに参加しましたか。［○は該当するものすべて］ 

この１年間に市、体育協会、スポーツ少年団及び総合型地域スポーツクラブが主催するスポー

ツイベントに参加したかについては、「参加していない」の割合が最も高く約６７％となってい

ます。

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別すべてで「参加していない」の割合が最も高くなっています。特に

年齢別の１０歳代及び２０歳代では「参加していない」が９０％以上と高い割合を占めていま

す。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問 27 問 26 で「参加していない」と回答した方にお聞きします。あなたがスポーツイベントに参加

しなかった理由は何ですか。［○は３つまで］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

スポーツイベントに参加しなかった理由は「勉強・仕事・家事・育児のため時間がない」の割

合が最も高く約３４％となっています。次いで「運動・スポーツとそのイベントに関心・興味が

ない」が約２３％、「情報等がなく分からなかった」が約２０％となっています。

［詳細結果］

・年齢別の７０歳代を除いたすべてで「勉強・仕事・家事・育児のため時間がない」の割合が最

も高くなっています。特に年齢別の２０歳代で「勉強・仕事・家事・育児のため時間がない」

が約６０％と高い割合を占めています。また、年齢別の７０歳代では「疲れる・年齢的にムリ

である」の割合が最も高くなっています。
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問28-① 問 26 で「参加していない」と回答した方にお聞きします。問26でお聞きしたイベントの

他にこの１年間にスポーツイベントに参加しましたか。［該当するものに○］ 

この１年間にスポーツイベントに参加したかについては、「参加していない」の割合が最も高

く約７３％となっています。

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別すべてで「参加していない」の割合が最も高くなっています。特に

年齢別の３０歳代以上では「参加していない」の割合が７０％以上と高い割合を占めています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問28-② あなたは、今後、どのようなスポーツイベントに参加したいと思いますか。具体的に種目名 

などを記入してください。［○は３つまで］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

今後参加したいと思うスポーツイベントは「参加したいイベントはない」の割合が最も高く約

３９％となっています。次いで「交流を目的とした大会等」が約２０％、「初心者を対象とした

スポーツ教室等」が約１３％となっています。

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別すべてで「参加したいイベントはない」の割合が最も高くなってい

ます。特に年齢別の２０歳代では約７２％と高い割合を占めています。
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(8) スポーツに関する情報について  

問29 あなたは、運動・スポーツに関する情報をどこから得ていますか。［○は３つまで］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

運動・スポーツに関する情報源は、「広報しもつけ・回覧板」の割合が最も高く約５１％とな

っています。次いで「所属するスポーツチーム・団体など」が約２５％、「新聞・テレビ・ラジ

オ」が約２３％となっています。

［詳細結果］

・年齢別の１０歳代及び２０歳代を除いたすべてで「広報しもつけ・回覧板」の割合が最も高く

なっています。年齢別の１０歳代は「新聞・テレビ・ラジオ」の割合が最も高くなっており、

２０歳代は「スポーツに関する情報には関心がない」の割合が最も高くなっています。
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問30 あなたは、今後、どのような運動・スポーツ情報が充実すれば良いと思いますか。 

［○は３つまで］ 

今後充実すれば良いと思う運動・スポーツ情報は「健康づくりや日常的な運動」の割合が最

も高く約４１％となっています。次いで「スポーツ施設の設備内容・利用方法・予約状況」が

約３４％、「スポーツ大会・イベントの開催案内・結果」が約２５％、「体力測定や技術向上・

トレーニング方法」が約２５％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「スポーツ施設の設備内容・利用方法・予約状況」の割合が最も高く、女性

は「健康づくりや日常的な運動」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代、３０歳代及び４０歳代は「スポーツ施設の設備内容・利用方法・予約

状況」の割合が最も高く、その他の年代は「健康づくりや日常的な運動」の割合が最も高くな

っています。 

・居住地区別では、すべての地区で「健康づくりや日常的な運動」の割合が最も高くなっていま

す。また、石橋地区では「スポーツ施設の設備内容・利用方法・予約状況」の割合も高くなっ

ています。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(9) スポーツ振興について  

問31 あなたは、市の運動・スポーツの振興にどのような効果を期待しますか。［○は１つ］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

市の運動・スポーツの振興に期待している効果は「地域の交流・コミュニティづくり」の割合

が最も高く約２２％となっています。次いで「市民の健康水準の向上」が約１５％、「高齢者の

生きがいづくり」が約１４％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「地域の交流・コミュニティづくり」の割合が最も高く、女性は「市民の健

康水準の向上」の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、２０歳代と７０歳代を除いた年代で「地域の交流・コミュニティづくり」の割合

が最も高くなっています。２０歳代は「市民の健康水準の向上」、７０歳代は「高齢者の生き

がいづくり」の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、すべての地区で「地域の交流・コミュニティづくり」の割合が最も高くなっ

ています。
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問32 あなたは、運動・スポーツを行うにあたり、どのような指導者が必要だと思いますか。 

［○は１つ］ 

運動・スポーツを行うにあたり、必要だと思う指導者は「健康や体力づくりの基本となる運動・

スポーツ活動などの指導者」の割合が最も高く約２７％となっています。次いで「誰もが取り組

める生涯スポーツの指導者」が約２７％、「競技力向上のための高度な専門性を持つ指導者」が

約１１％、「高齢者の運動・スポーツの指導者」が約１１％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「健康や体力づくりの基本となる運動・スポーツ活動などの指導者」、女性

は「誰もが取り組める生涯スポーツの指導者」の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代は「競技力向上のための高度な専門性を持つ指導者」、２０歳代及び

６０歳代は「健康や体力づくりの基本となる運動・スポーツ活動などの指導者」、３０歳代及

び４０歳代は「誰もが取り組める生涯スポーツの指導者」、５０歳代は「誰もが取り組める生

涯スポーツの指導者」「健康や体力づくりの基本となる運動・スポーツ活動などの指導者」、

７０歳代は「高齢者の運動・スポーツの指導者」の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、南河内地区及び国分寺地区は「健康や体力づくりの基本となる運動・スポー

ツ活動などの指導者」、石橋地区は「誰もが取り組める生涯スポーツの指導者」の割合が最も

高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問33 今後、市の運動・スポーツを活性化していくために何が必要だと思いますか。［○は３つまで］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

市の運動・スポーツを活性化していくために必要だと思うことは「運動・スポーツ施設の充実」

の割合が最も高く約２４％となっています。次いで「中高年の健康・体力づくり」が約２３％、

「スポーツ大会・教室の充実」が約２３％、「健康・交流など多目的に使える場づくり」が約

１９％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「運動・スポーツ施設の充実」の割合が最も高く、女性は「健康・交流など

多目的に使える場づくり」の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代は「学校の体育施設の充実・開放」の割合が最も高く、２０歳代は「子

どもたちの参加・体力向上」、３０歳代及び４０歳代は「スポーツ大会・教室の充実」、５０歳

代は「運動・スポーツ施設の充実」、６０歳代及び７０歳代は「中高年の健康・体力づくり」

の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、南河内地区及び石橋地区は「運動・スポーツ施設の充実」の割合が最も高く、

国分寺地区は「健康・交流など多目的に使える場づくり」の割合が最も高くなっています。
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(10) 障がい者スポーツについて  

問34 障がい者スポーツに関心はありますか。［○は１つ］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

障がい者スポーツへの関心については「ある」の割合が高く約５２％となっています。

［詳細結果］

・性別及び居住地区別のすべてで「ある」の割合が高くなっています。

・年齢別では、１０歳代、６０歳代及び７０歳代で「ある」の割合が高くなっています。２０歳

代では「ある」と「ない」の割合が同数となっています。
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問35 問34で「ある」と回答された方にお聞きします。障がい者スポーツを観戦または体験した 

ことがありますか。［○は１つ］ 

障がい者スポーツを観戦または体験したことがあるかについては、「ない」が約７２％と高い

割合を占めています。

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別すべてで「ない」の割合が高くなっています。特に年齢別の１０歳

代では約９４％と高い割合を占めています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問35-① 問34で「ない」と回答された方にお聞きします。関心が無い理由をお書きください。  

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

障がい者スポーツに関心が無い理由は「障がい者スポーツに接する機会がない」の割合が最も

高く約１６％となっています。次いで「スポーツ全般に興味がない」が約１５％、「身近に障が

い者がいない」が約１３％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「障がい者スポーツに接する機会がない」の割合が最も高くなっており、女

性は「スポーツ全般に興味がない」の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代は「障がい者スポーツをよく知らない」の割合が最も高くなっており、

２０歳代及び６０歳代は「障がい者スポーツに接する機会がない」、３０歳代は「身近に障が

い者がいない」と「障がい者スポーツに接する機会がない」、４０歳代は「スポーツ全般に興

味がない」、５０歳代は「身近に障がい者がいない」、７０歳代は「その他」の割合が最も高く

なっています。

・居住地区別では、南河内地区は「障がい者スポーツに接する機会がない」、石橋地区は「身近

に障がい者がいない」と「障がい者スポーツに接する機会がない」、国分寺地区は「スポーツ

全般に興味がない」の割合が最も高くなっています。
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問35-② 問34で「ない」と回答された方にお聞きします。機会があれば障がい者スポーツを観戦ま

たは体験したいと思いますか。 

機会があれば障がい者スポーツを観戦または体験したいと思うかについては「観戦したい」の

割合が最も高く約６６％となっています。

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別すべてで「観戦したい」の割合が最も高くなっています。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問36 問35で「ある」と回答された方にお聞きします。障がい者スポーツの競技はなんでしたか。 

また、観戦又は体験されたのかをお聞きします。以下の表より該当するものを選んでください。

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

観戦または体験された障がい者スポーツの競技の種目は「陸上競技（観戦）」の割合が最も高

く約３６％となっています。次いで「車いすバスケットボール（観戦）」が約３３％、「車いすテ

ニス（観戦）」が約２６％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性、女性とも「陸上競技（観戦）」の割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代は「その他（観戦）」の割合が最も高く、２０歳代は「車いすテニス（観

戦）」「車いすバスケットボール（観戦）」、３０歳代は「陸上競技（観戦）」「水泳（観戦）」「自

転車（トラック・ロード）（観戦）」「車いすバスケットボール（観戦）」「バドミントン（体験）」、

４０歳代は「車いすバスケットボール（観戦）」、５０歳代は「陸上競技（観戦）」「車いすテニ

ス（観戦）」、６０歳代及び７０歳代は「陸上競技（観戦）」の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、南河内地区は「ボッチャ（体験）」の割合が最も高く、石橋地区及び国分寺

地区は「陸上競技（観戦）」の割合が最も高くなっています。
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問37 問36で競技を「観戦・体験をしたことがある」と回答された方にお聞きします。どのような機

会に障がい者スポーツを観戦又は体験をされましたか。該当するものを選んでください。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

障がい者スポーツを観戦又は体験をされた機会は「市スポーツ推進委員が開催している障がい

者スポーツ交流会」の割合が最も高く約２６％となっています。次いで「栃木県障がいスポーツ

協会が開催した大会等」が約２１％、「全国障がい者スポーツ大会」が約２０％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性、女性とも「市スポーツ推進委員が開催している障がい者スポーツ交流会」の

割合が最も高くなっています。

・年齢別では、１０歳代は「その他」の割合が最も高く、２０歳代は「過去の開催されたパラリ

ンピック」、３０歳代及び５０歳代は「他市町で開催された大会等」、４０歳代は「栃木県障が

いスポーツ協会が開催した大会等」「その他」、６０歳代は「市スポーツ推進委員が開催してい

る障がい者スポーツ交流会」、７０歳代は「栃木県障がいスポーツ協会が開催した大会等」「全

国障がい者スポーツ大会」の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、南河内地区と国分寺地区は「全国障がい者スポーツ大会」の割合が最も高く、

石橋地区は「栃木県障がいスポーツ協会が開催した大会等」の割合が最も高くなっています。
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問38 問36で「体験した」と回答された方にお聞きします。この体験をきっかけに「障がい者スポー

ツ」に興味が出来ましたか。今後障がい者スポーツに関わることができるとしたら、どのような

関わり方を行いたいですか。［○は１つ］

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

今後行いたい障がい者スポーツへの関わり方については、「運営などを手伝う」の割合が最も

高く約７４％となっています。

［詳細結果］

・性別、年齢別、居住地区別すべてで「運営などを手伝う」の割合が最も高くなっています。ま

た、年齢別の２０歳代及び３０歳代は「観戦する」の割合も高くなっています。
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問 39 問 37 で「観戦した」と回答された方にお聞きします。観戦された大会はどのように知りまし

たか。該当するものを選んで記入ください。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

観戦された大会をどのように知ったかについては、「大会などのチラシ、配布物」の割合が最

も高く約３５％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性、女性ともに「大会などのチラシ、配布物」の割合が最も高くなっています。 

・年齢別では、１０歳代、３０歳代、６０歳代及び７０歳代は「大会などのチラシ、配布物」の

割合が最も高く、２０歳代及び５０歳代は「その他」、４０歳代は「大会などのホームページ」

の割合が最も高くなっています。 

・居住地区別では、すべて「大会などのチラシ、配布物」の割合が最も高くなっています。 



≪参考資料≫ 

164 

(11) 子どものスポーツの取組みについて  

問40 あなたのスポーツに対するご自身の気持ちを教えてください。［○は１つ］

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

スポーツに対する自身の気持ちは「スポーツは好き（得意）です」の割合が高く約６７％とな

っています。

［詳細結果］

・居住地区別の石橋地区を除いたすべてで「スポーツは好き（得意）です」の割合が高くなって

います。また居住地区別の石橋地区は「スポーツは好き（得意）です」と「スポーツは嫌い（苦

手）です」の割合が同数となっています。 
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問41 問40で「スポーツは好き（得意）です」と回答された方にお聞きします。現在取組んでいるス

ポーツはありますか。またそのスポーツをどこに所属して行っていますか。該当するすべてに○

を付け、所属等には該当するアルファベットを下記より記入してください。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

現在取り組んでいるスポーツは「ウォーキング・散歩」の割合が最も高く約２５％となってい

ます。また、スポーツを行っている所属は「部活」の割合が最も高く約７５％となっています。

［詳細結果］

・性別では、現在取り組んでいるスポーツは男性が「サッカー」の割合が最も高く、女性が「ウ

ォーキング・散歩」の割合が最も高くなっています。また、所属は男性が「個人（自分で行っ

ている）」の割合が最も高く、女性が「部活」の割合が最も高くなっています。

・居住地区別では、現在取り組んでいるスポーツは南河内地区が「その他」の割合が最も高く、

石橋地区が「マラソン・ジョギング」「ウォーキング・散歩」、国分寺地区が「テニス」の割合

が最も高くなっています。また、所属は南河内地区が「個人（自分で行っている）」の割合が

最も高く、石橋地区及び国分寺地区が「部活」の割合が最も高くなっています。
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果
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問 42 問 40 で「嫌い（苦手）です」と回答された方にお聞きします。その理由を教えてください。

［○を一つ］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

スポーツが嫌い（苦手）な理由は「上手くできないから」と「体が疲れてしまう、つらい」の

割合が最も高く約３３％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性、女性とも「上手くできないから」「体が疲れてしまう、つらい」の割合が最

も高くなっています。また、女性は「本当は嫌いではないが、取組むチャンスがない」の割合

も高くなっています。

・居住地区別では、南河内地区は「上手くできないから」の割合が最も高く、石橋地区及び国分

寺地区は「体が疲れてしまう、つらい」の割合が最も高くなっています。
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問 43 問 42 で「本当は嫌いではないが、取組むチャンスがない」と回答された方にお聞きします。

「取組むチャンスが無い」ことの理由として考えられるものを教えてください。［○を一つ］ 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

スポーツは嫌いではないが取組むチャンスが無い理由は「勉強やスポーツ以外の習い事が忙し

く時間がない」と「やりたいスポーツの部活やクラブがない」の回答となっています。

［詳細結果］

・スポーツは嫌いではないが「取組むチャンスが無い」と回答した方は女性のみで、「勉強やス

ポーツ以外の習い事が忙しく時間がない」と「やりたいスポーツの部活やクラブがない」の回

答となっています。

・居住地区別では、南河内地区では「やりたいスポーツの部活やクラブがない」の回答があり、

石橋地区では「勉強やスポーツ以外の習い事が忙しく時間がない」の回答となっています。
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問 44 問 42 で「本当は嫌いではないが、取組むチャンスがない」以外を回答された方にお聞きしま

す。スポーツや運動を嫌い（苦手）な色々な理由があると思いますが、それでも今後切っ掛けが

あれば「スポーツや運動に取組んでみたい」と思いますか。 

(4)下野市のスポーツの振興に関する
アンケート調査結果

切っ掛けがあればスポーツや運動に取り組んでみたいと思うかについては、「思う」の割合が

高く約５６％となっています。

［詳細結果］

・性別では、男性は「思う」の割合が高く、女性は「思う」と「思わない」の割合が同数となっ

ています。

・居住地区別では、南河内地区は「思わない」の割合が高く、石橋地区及び国分寺地区は「思う」

の割合が高くなっています。
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